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主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

歩くのって気持ちいい！
　11月15日、姉妹都市の常陸太田市で牛久市

国際交流協会主催の「竜神峡ハイキング」が行

われました。牛久市からは見ごろとなった紅

葉を見ようと約90人が参加。竜神大吊橋を見

上げる散策路を一斉に出発しました。

　竜神ダムの水面越しに見る山々は、赤や黄

色に色鮮やかに紅葉していました。カラフル

な落ち葉の上を一歩ずつ音を立てながら歩く

と、疲れも忘れて、心も体もリフレッシュ。

　きれいな空気を吸いながら、手作りのお弁当

を食べて、おなかもいっぱい。健康にも、気

分転換にも良い1日となりました。

　　　　　　　　　　（19 ページに関連記事）
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第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す（
12
月
19
日
ま
で
・

会
期
15
日
間
）。
こ
の
定
例
会
に
提
出
し
た
条
例
の
改
正（
案
）、
補
正
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※（　

）内
は
担
当
課
。

条
例
の
改
正
案

議
案
第
87
号　

牛
久
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
生
涯
学
習
課
）…
市
立
幼

稚
園
長
お
よ
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
の
報
酬
を
月
額
か
ら
日
額
に
改

め
、
勤
務
状
況
に
応
じ
て
支
給
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
88
号　

牛
久
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
生
涯
学

習
課
）

議
案
第
89
号　

牛
久
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
社
会
福
祉
課
）

議
案
第
90
号　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
廃
棄
物

対
策
課
）

　

各
施
設
の
陶
芸
窯
の
使
用
料
を
統
一
す

る
と
と
も
に
、
陶
芸
窯
使
用
時
の
電

気
料
実
費
相
当
額
の
加
算
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
創
造
の

家
に
お
け
る
創
作
作
業
室
の
利
用
料

金
を
併
せ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
91
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
医

療
年
金
課
）
…
産
科
医
療
補
償
制
度

が
平
成
21
年
１
月
に
全
国
に
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
92
号　

牛
久
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
生
活
排
水

課
）
…
牛
久
市
の
公
共
下
水
道
使
用

料
と
茨
城
県
南
水
道
企
業
団
の
上
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
の
算

定
及
び
徴
収
事
務
を
一
元
化
し
、
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

補
正
予
算
案（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
２
億
４

１
８
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
２
２
３
億
９
２
５
３
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
交
通
安
全
施
設
を
新
設
す
る（
１
３

０
万
円
）
…
事
故
発
生
地
帯
や
交
通

危
険
個
所
に
交
通
安
全
施
設
工
事

（
路
面
表
示
な
ど
）
を
行
う
た
め
増

額
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
そ
の
周
辺
機
器
を

管
理
す
る（
４
４
３
６
万
円
）…
新
地

方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
国
民

健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
、
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
た
め
増
額
。

【
民
生
費
】

・
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る（
６
５
５

万
円
）
…
児
童
数
の
増
加
に
伴
う
運

営
経
費
の
増
額
。

・
児
童
手
当
を
支
給
す
る（
２
６
４
２

万
円
）
…
転
入
な
ど
に
伴
い
支
給
対

象
児
童
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

増
額
。

【
衛
生
費
】

・
清
掃
工
場
を
維
持
管
理
す
る（
３
４

４
９
万
８
千
円
）
…
不
燃
物
搬
送
コ

ン
ベ
ヤ
ー
を
改
修
す
る
た
め
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

・
畜
産
農
家
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る（
４
５
０
万
円
）…
畜
産
農
家
へ
助

成
金
を
交
付
す
る
た
め
増
額
。

・
土
地
改
良
区
の
運
営
を
支
援
す
る

（
１
０
６
５
万
５
千
円
）…
排
水
路
整

備
の
た
め
の
負
担
金
お
よ
び
補
助

金
。

【
商
工
費
】

・
中
小
企
業
に
資
金
融
資
の
助
成
を

す
る（
３
５
６
万
３
千
円
）…
中
小
企

業
の
安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
県
信

用
保
証
協
会
へ
寄
託
金
の
追
加
を
行

う
。

【
土
木
費
】

・
市
道
改
良
舗
装
工
事
費（
１
７
０
８

万
円
）…
市
道
１
０
４
６
号
線（
神
谷

小
学
校
通
学
路
の
栄
町
保
育
所
付

近
）
の
改
良
舗
装
工
事
費
お
よ
び
城

中
・
田
宮
線
の
電
柱
移
設
補
償
費
。

・
み
ど
り
野
の
雨
水
排
水
施
設
を
つ
く

る（
３
３
０
０
万
円
）…
み
ど
り
野
地

区
の
雨
水
排
水
施
設
を
整
備
す
る
た

め
増
額
。

・
市
民
の
木
・
市
民
の
森
・
み
ど
り
の

保
全
区
を
指
定
し
保
全
す
る（
１
３

８
１
万
１
千
円
）
…
「
南
裏
市
民
の

森
」の
土
地
購
入
費
。

平
成
20
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
提
出
予
定
議
案
か
ら

条
例
の
改
正（
案
）の
概
要
に
つ
い
て
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【
教
育
費
】

・
小
学
校
維
持
管
理
費（
６
９
０
万
円
）

…
空
調
機
器
の
整
備
に
よ
る
電
気
代

の
増
額
。

・
中
学
校
維
持
管
理
費（
４
２
０
万
円
）

…
空
調
機
器
の
整
備
に
よ
る
電
気
代

の
増
額
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
３
７

６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

72
億
４
３
８
５
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
△
13
万
円
）

【
諸
支
出
金
】

・
償
還
金（
１
３
６
１
万
８
千
円
）…
療

養
給
付
費
交
付
金
の
返
還
金
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
５
６
６

６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
21
億

２
７
６
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
60
万
６
千

円
）

・
汚
水
管
渠
布
設
費（
２
９
４
０
万
円
）

…
み
ど
り
野
地
区
の
汚
水
管
整
備
の
設

計
費
お
よ
び
汚
水
貯
留
槽
の
設
置
費
。

・
雨
水
管
渠
布
設
費（
１
５
６
０
万
円
）

…
み
ど
り
野
地
区
の
雨
水
管
整
備
の

設
計
費
。

・
流
域
下
水
道
建
設
事
業
負
担
金（
１

０
５
８
万
６
千
円
）

◆
青
果
市
場
事
業
特
別
会
計

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
21
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
１
０

１
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
21
万
２
千

円
）

◆
小
規
模
水
道
事
業
特
別
会
計

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
５
２
２

万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２

９
０
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
△
６
万
８

千
円
）

・
還
付
金（
１
０
３
万
７
千
円
）

・
積
立
金（
４
２
５
万
９
千
円
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
０
８

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
28

億
２
２
８
１
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
１
０
８
万

６
千
円
）

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
０
７

０
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
億
１
５
７
０
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
△
４
６
１

万
１
千
円
）

・
東
部
工
業
用
地
を
拡
張
す
る（
１
５

３
２
万
円
）…
基
金
へ
の
積
立
金
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
７
０
３

４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
億
２
３
０
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
１
１
１
万

９
千
円
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
費
を
負
担
す
る

（
５
２
２
３
万
８
千
円
）…
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
負
担
金
の
補
正
。

・
後
期
高
齢
者
に
健
康
診
査
を
実
施
す

る（
１
７
２
万
５
千
円
）…
健
康
健
診

受
診
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
委

託
料
の
補
正
。

・
広
域
連
合
に
保
険
基
盤
安
定
納
付
金

を
納
付
す
る（
１
４
７
５
万
９
千
円
）

…
安
定
し
た
制
度
運
営
の
た
め
に
保

険
料
軽
減
分
を
補
う
た
め
の
補
正
。

問
い
合
わ
せ　

各
担
当
課
ま
で（
市
役

所
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
）
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○
市
民
が
納
め
て
い

る
税
金
の
使
い
道
に

つ
い
て
…
鈴
木
恵
理

さ
ん

　

市
長　

市
役
所
の
仕
事
の
や
り
方
の
改

善
と
無
駄
使
い
を
無
く
す
こ
と
に
い
ち
早
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
を

継
続
し
な
が
ら
、
市
の
収
入
が
増
え
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
健
全
財
政
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し

た
大
切
な
税
金
は
、
一
円
た
り
と
も
無
駄
に

す
る
こ
と
な
く
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

大
切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。

○
不
法
投
棄
や
ご
み

削
減
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
…
中
村
愛

梨
さ
ん

　

市
長　

不
法
投
棄
に
対
応
す
る
た
め
、

各
行
政
区
に
配
置
さ
れ
て
い
る「
環
境
美

化
推
進
員
」
の
皆
さ
ん
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
結
果
、
昨
年
度
は
３
５
４
件

の
不
法
投
棄
物
を
処
理
し
ま
し
た
。ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ま
で
の「
ご
み

は
出
て
し
ま
う
も
の
」か
ら「
ご
み
を
で
き

る
だ
け
出
さ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
ご

み
処
理
や
環
境
問
題
つ
い
て
改
め
て
考
え

直
す
機
会
だ
と
考
え
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
…
松

本
理
奈
さ
ん

　

市
長　

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
、
支
援
す
る
立
場
の
若
い

世
代
と
、
支
援
を
受
け
る
高
齢
者
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上

に
国
民
皆
保
険
制
度
の
充
実
と
安
定
を
図

る
た
め
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
皆
さ
ん

中
学
生
も
こ
の
制
度
の
一
員
で
あ
り
、
い

ず
れ
は
高
齢
者
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

上
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
へ
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

…
中
村
亮
祐
さ
ん　

　

教
育
長　

平
成
17

年
度
ま
で
に
小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

合
計
31
台
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
教
室
・
避
難
訓
練
の
実
施
や
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、

登
下
校
時
間
に
通
学
路
を
巡
回
す
る
な

ど
、
不
審
者
か
ら
小
・
中
学
生
を
守
る
た

め
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
食
料
不
足
対
策
や

学
校
給
食
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
…
大

野
絹
子
さ
ん　

　

市
長　

耕
作
し
な
く
な
っ
た
畑
を
活
用

し
て
市
民
が
農
作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

る「
元
気
農
園
」
を
市
内
７
カ
所
に
設
置

し
、
安
全
安
心
な
野
菜
な
ど
農
作
物
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
年
に

３
回
、
牛
久
産
の
食
材
を
使
用
し
た
学
校

給
食「
牛
久
の
日
」を
設
け
、
地
元
で
採
れ

た
お
米
や
新
鮮
な
野
菜
・
豚
肉
な
ど
、
安

全
で
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
給

食
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ

が
国
指
定
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
ま

で
の
苦
労
な
ど
に
つ

い
て
…
小
林
正
哉
さ
ん　

　

教
育
長　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
と
、
施
設
の
修
繕
や
改
造
を
す
る
場

合
に
、
文
化
庁
に
対
し
て
届
け
出
や
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
個
人

所
有
の
施
設
で
あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
所

有
者
に
対
し
て
指
定
の
意
義
な
ど
の
説
明

わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
市
政
に

　

牛
久
市
中
学
生
模
擬
議
会

　

牛
久
市
の
将
来
を
担
う
中
学
生
に
、
地
方
自
治
の
仕
組
み
を
学
び
、
市
の
政
策

決
定
の
過
程
や
市
議
会
の
運
営
方
法
な
ど
を
体
験
し
理
解
し
な
が
ら
、
牛
久
市
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
８
月
20
日
、
市
議
会
議
場

で「
平
成
20
年
度
牛
久
市
中
学
生
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
各
中
学
校
の
３

年
生
15
人
が
参
加
し
、
中
学
生
か
ら
市
政
に
対
し
新
鮮
味
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
が
出
さ
れ
、
市
執
行
部
も
定
例
議
会
同
様
に
熱
心
に
答
弁
し
ま
し
た
。

中学生模擬議会議員
鈴木恵理　　下根中学校
中村愛梨　　牛久第二中学校
松本理奈　　牛久第一中学校
中村亮祐　　牛久南中学校
大野絹子　　下根中学校
小林正哉　　牛久第二中学校
栁町拓麻　　牛久第一中学校
生井あすみ　牛久第一中学校
植田賢人　　牛久第三中学校
猪狩茉耶　　牛久第二中学校
髙田啓太　　牛久南中学校
手納弘太朗　下根中学校
中村麗香　　牛久南中学校
久保芙由美　牛久第三中学校
五十嵐光来　牛久第三中学校

（敬称略）
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を
行
っ
た
り
、
建
物
の
調
査
な
ど
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
な
ど
が
苦
労
し
た
点
で
す
。

○
市
内
の
交
通
整
備

に
つ
い
て
…
栁
町
拓

麻
さ
ん

　

市
長　

市
で
は
歩

道
が
無
く
交
通
量
が
多
い
危
険
な
道
路
を

解
消
す
る
た
め
、
順
次
歩
道
整
備
を
す
る

予
定
で
い
ま
す
。
ま
た
、
か
っ
ぱ
号
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
バ
ス
、
高
齢
者
移

送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
外

出
の
際
の
交
通
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
運
行
し
て
い
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
…
生
井
あ
す
み
さ
ん

　

市
長　

平
成
21
年
４
月
に
２
カ
所
の
保

育
園
を
開
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の

受
け
入
れ
児
童
数
が
３
２
０
人
増
加
す
る

予
定
で
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
利
用
対
象

学
年
を
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
に
拡
大

す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
を
整
え
、
女
性
が
働
き
や
す
く
子
ど

も
も
親
も
元
気
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
全
体
で
取
り

組
む
省
エ
ネ
活
動
に

つ
い
て
…
植
田
賢
人

さ
ん

　

市
長　

地
域
の
中
で
資
源
を
循
環
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
を
作
成
し
、事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
荒
れ
果
て
た
農
地
に
菜
種
を
植
え

て
、
そ
こ
か
ら
菜
種
油
を
作
り
学
校
給
食

で
利
用
し
、
使
い
終
わ
っ
た
油
は
各
家
庭

か
ら
集
め
た
使
用
後
の
て
ん
ぷ
ら
油
と
合

わ
せ
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製

し
、
公
用
車
の
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
や
障
害
者

に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
…
猪
狩
茉
耶
さ
ん

　

市
長　

生
き
が
い

を
持
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う

た
め
、65
歳
以
上
を
対
象
に「
う
し
く
か
っ

ぱ
つ
体
操
」
を
全
市
的
に
普
及
す
る
と
と

も
に
、
元
気
教
室
や
体
力
ア
ッ
プ
教
室
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
こ

も
り
が
ち
な
方
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
重
度
身
体
障
害
者
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
市
内
中
学
校
の
耐

震
化
に
つ
い
て
…
髙

田
啓
太
さ
ん

　

教
育
長　

４
月
１

日
時
点
で
、
市
内
学
校
の
耐
震
化
率
は

71
・
９
％
で
県
内
５
位
で
す
が
、
今
年

度
実
施
し
て
い
る
岡
田
小
学
校
の
第
２

期
工
事
が
完
了
す
る
と
75
％
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
日
本
国
内
で
も
大
き
な

地
震
が
多
発
し
て
い
る
の
で
、
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
、
校
舎
・
体
育
館

の
耐
震
補
強
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

○
大
型
商
業
施
設
や

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
誘

致
計
画
に
つ
い
て
…

手
納
弘
太
朗
さ
ん

　

市
長　

ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
に
は
、

既
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
や
カ
ス
ミ
、
西
友
な

ど
が
出
店
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
日
曜

雑
貨
店
の「
ホ
ー
マ
ッ
ク
」
や
小
規
模
な

モ
ー
ル
な
ど
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
牛
久
運

動
公
園
を
さ
ら
に
使
い
や
す
く
す
る
た
め

の
再
整
備
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
使
い
勝

手
が
よ
く
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

○
市
内
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
導
入
の
経
緯

に
つ
い
て
…
中
村
麗

香
さ
ん

　

教
育
長　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、

気
温
が
35
度
を
超
え
る「
猛
暑
日
」が
頻

繁
に
記
録
さ
れ
た
り
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
た
り
し
て
、
集
中
し
て
勉

強
す
る
こ
と
が
困
難
な
環
境
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。そ
こ
で
未
来
を
担
う
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
学
習
に
集
中
で
き

る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
、
全
校
合
わ
せ
て
３
９
８
室
へ
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

○
不
審
者
の
対
策
に

つ
い
て
…
久
保
芙
由

美
さ
ん

　

市
長　

市
で
は
、

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
防
犯
パ
ト
カ
ー

に
よ
る
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
市
内
全

域
で
毎
日
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
が

自
主
的
に
結
成
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
学
校
周
辺
や
通
学
路
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
駅
前
の
自
転
車
駐
輪
場
や
公

園
な
ど
の
主
要
な
公
共
施
設
に
進
め
、
今

年
の
３
月
ま
で
に
１
６
０
台
の
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
市
民
一
人
ひ
と
り
の

声
を
聞
く
た
め
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
…
五
十
嵐
光
来
さ
ん

　

市
長　

総
合
相
談
室
や「
市
長
へ
の
手

紙
」、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
な
ど
を
一
括
管
理

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
や
自
治

会
、
各
団
体
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
伺

い
し
、
ひ
ざ
を
交
え
た
市
政
懇
談
会
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

牛久市中学生模擬議会

問い合わせ　市市民活動課☎873-2111内線1632
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『
具
体
的
に
動
け
ば
必
ず
成
果
が
出
る
』

　
　

松
ヶ
丘
自
治
会
長　
　

鈴
木　

朗

　

松
ヶ
丘
は
、
住
民
同
士
の
良
い
つ
な
が

り
を
育
て
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
を
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
誇
れ
る
街
に
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
は
、
地
域
の
中
学
生
に
納

涼
祭
り
の
運
営
に
全
面
的
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
模
擬
店
３
店
の
出
店
、
太
鼓
演
奏
、

花
火
大
会
の
着
火
係
、
祭
り
翌
日
の
後
片

付
け
、
広
報
の
取
材
執
筆
な
ど
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
参
加
を
実

現
す
る
た
め
に
、
自
治
会
役
員
、
青
少
年

相
談
員
、
児
童
委
員
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

支
部
役
員
、
青
少
年
育
成
牛
久
市
民
会
議

松
ヶ
丘
支
部
役
員
、
親
父
の
会
な
ど
、
教

育
に
関
係
し
て
い
る
地
域
の
人
々
全
員
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
主
旨
説
明
と
と
も
に

意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
牛
久

一
中
、同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
功
を
奏
し
て
松
ヶ
丘
納
涼
夏
祭

り
は
、
36
年
の
歴
史
を
通
じ
て
最
高
の
盛
り

上
が
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
育
つ
良
い
環
境
を
つ
く
る
に

は
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
連
携
が
大
切

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
具

体
的
に
動
け
ば
必
ず
成
果
が
出
る
こ
と
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
入
店
す

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
中
高
生
に

と
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
よ
り

も
、
同
じ
フ
ロ
ア
の
遊
技
コ
ー
ナ
ー
や
ま

ん
が
・
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
利
用
目
的
で
入

店
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

時
間
・
人じ
ん
か
ん間

・
空
間
、
３
つ
の
間
、
す

な
わ
ち
サ
ン
マ
が
満
た
さ
れ
、
し
か
も
情

報
を
含
め
た
交
流
空
間
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
新
し
い
場
所
が
登
場
し
て

き
ま
し
た
。
24
時
間
営
業
、
も
ち
ろ
ん
中

高
生
に
は
時
間
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
お

替
わ
り
自
由
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
が

あ
り
、
広
い
部
屋
は
多
人
数
で
の
お
し
ゃ

べ
り
の
場
に
も
な
り
ま
す
。
市
内
の
店
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
高
校
生
の
打

ち
上
げ
会
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
耳
に
し

ま
し
た
。

　

確
か
に
青
少
年
相
談
員
お
よ
び
青
少
年

育
成
牛
久
市
民
会
議
社
会
環
境
部
会
の
巡

回
の
際
に
、「
こ
の
よ
う
な
広
さ
の
部
屋
が

あ
れ
ば
何
か
に
利
用
さ
れ
る
な
ぁ
」
と
感

じ
た
こ
と
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
冷
暖

房
完
備
で
飲
み
物
が
あ
り
、
邪
魔
さ
れ
ず

時
間
を
過
ご
す
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
寒

く
な
る
と
多
く
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、通
路
が
狭
い
こ
と
、

そ
し
て
、
不
特
定
の
人
と
の
接
触
が
あ
り

得
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
高
生
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
全
く
利
用
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
、
茨
城
県
青

少
年
の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
に
基
づ

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
・
ま
ん
が

喫
茶
に
お
け
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入

状
況
を
、
県
担
当
者
と
共
に
牛
久
市
青
少

年
相
談
員
が
市
内
の
店
舗
の
立
ち
入
り
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
部

の
サ
イ
ト
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
店
舗
が
あ
り
県
か
ら
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
が
新
し
い
居

場
所
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
保
護
者
や
地
域
の

大
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

青
少
年
を
取
り
巻
く
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
事
情

消したつもりでもデータは残る！
　不特定多数の人が利用するインター

ネットカフェなどのパソコンには、利用

者の個人情報を盗むような不正なソフト

がインストールされている危険性があり

ます。実際にこの手口で個人情報を盗ま

れて悪用される事件が発生しています。

対　策
● ID・パスワード、金融機関情報などの

　個人情報は入力しない。

●ネットバンキングなどのインターネット

取引には利用しない。

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
は
、
そ
れ
を

乱
用
す
る
人
間
の
精
神
や
体
を
ボ
ロ
ボ

ロ
に
し
、
人
間
が
人
間
と
し
て
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
物
の
乱
用
に

よ
る
幻
覚
や
妄
想
が
、
殺
人
放
火
な
ど

の
凶
悪
な
犯
罪
や
交
通
事
故
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
周
囲
や
社
会

全
体
に
対
し
て
も
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
で

す
。

◆
薬
物
を
乱
用
す
る
と

　

「
一
度
だ
け
」と
い
う
好
奇
心
や
遊
び

の
つ
も
り
で
も
、
薬
物
の
依
存
症
と
耐

性（
繰
り
返
し
使
用
し
て
い
る
う
ち
に

同
じ
量
で
は
効
か
な
く
な
る
）
に
よ
っ

て
乱
用
す
る
量
や
回
数
が
ど
ん
ど
ん
増

え
、
自
分
の
意
思
で
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
乱
用
を
止
め
て

も
睡
眠
不
足
や
過
労
、
ス
ト
レ
ス
、
飲

酒
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
突
然
、
幻
覚

や
妄
想
な
ど
の
精
神
障
害
が
現
れ
る
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク（
再
燃
現
象
）が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
医
療
少
年
院
視
察
報
告

　

近
年
、
少
年
を
取
り
巻
く
事
件
が
多

発
し
て
お
り
、
わ
た
し
た
ち
青
少
年
相

談
員
は
現
代
社
会
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
の
一
方
法
と
し
て
、
去
る
10
月
７

日
、
相
模
原
市
の
神
奈
川
医
療
少
年
院

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
医
療
と
名
の

つ
く
少
年
院
で
す
が
、
病
気
や
け
が
を

治
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
保
護
処
分
と
し

て
送
致
さ
れ
た
少
年
を
収
容
し
、
矯
正

教
育
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

収
容
さ
れ
る
少
年
は
、
知
的
障
害
や

情
緒
障
害
を
抱
え
て
い
て
、
年
齢
相
応

の
社
会
性
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
犯
罪
は

窃
盗
や
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
の
単
独
非

行
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
自
制
の
利
か

な
い
少
年
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
人

に
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

ず
、
た
め
込
ん
で
暴
力
を
発
散
す
る
と

い
う
の
が
典
型
例
で
、
犯
罪
と
い
う
外

に
現
れ
た
も
の
の
裏
側
に
保
護
者
や
家

族
の
計
り
知
れ
な
い
心
労
も
推
察
さ
れ
、

極
め
て
複
雑
な
研
修
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
保
護
者
や
家
族
が
ど
ん
な
に
努
力

し
て
も
解
決
で
き
な
か
っ
た
時
の
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
用
意
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
医
師
を
含
む
専
門
の
先

生
方
が
、
少
年
た
ち
に
運
動
や
劇
な
ど

を
通
し
て
感
情
表
現
や
対
人
関
係
を
身

に
付
け
さ
せ
る
な
ど
、
社
会
復
帰
の
た

め
に
各
人
に
合
っ
た
質
の
高
い
教
育
を

施
し
て
い
ま
す
。地
域
に
戻
っ
た
と
き
は
、

家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
司
の
世
話
に

な
っ
て
成
人
し
て
い
き
ま
す
。
研
修
を
通

し
て
地
域
の
連
携
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
が
、
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
久
市
青
少
年
相
談
員
は
、
加
害
者

も
被
害
者
も
出
さ
な
い
地
域
社
会
を
目

指
し
て
非
行
の
防
止
や
環
境
浄
化
の
た

め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「薬物乱用の甘い誘い」

神奈川医療少年院への視察風景

・みんなやってるよ（やってないのはきみだけ）
・イライラがとれてすっきりするよ
・クスリでちょっと遊ぼうよ
・面白いクスリがあるんだけど
・やせられるよ
・肌がきれいになるよ
・眠気がとれて、勉強ができるよ
・取りあえず預かってよ
・ちょっとだけ、試してみない
・ただの栄養剤だよ
・最高の気分が味わえるよ
・1回だけなら平気さ
・お金はこの次でいいよ

　

10
月
28
日
、

茨
城
県
庁
講

堂
に
お
い
て

「
第
38
回
茨
城

県
青
少
年
相

談
員
研
修
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
相
談
員
と
し
て
、
20
年
以
上

の
永
き
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
に
対
し

表
彰
が
行
わ
れ
、
牛
久
市
か
ら
は
、
飯

塚
壽
子
相
談
員
、
岡
久
浩
子
相
談
員
、

中
村
す
い
相
談
員
、
古
渡
久
子
相
談
員

が
知
事
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

知
事
褒
賞
受
賞

薬
物
乱
用
は
強
い
意
志
で
拒
否
し
ま
し
ょ
う
！
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わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
安
全
を
守

る
消
防
団
。
牛
久
市
消
防
団
の
活
動
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
大
雨
の
と
き
に
は
！

　

８
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
地
域
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
雨
の
中
を
巡
回

し
、
土
の
う
積
み
や
冠
水
個
所
の
排
水

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

◎
火
事
が
起
き
た
ら
！

【
燃
え
て
い
る
間
】
消
防
車
に
水
を
送
り

ま
す
。
水
が
近
く
に
無
け
れ
ば
、
何
㎞

で
も
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
水
の
確
保
を

し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
整
理
や
延
焼
を

防
ぐ
た
め
の
周
囲
の
警
戒
も
行
い
ま
す
。

【
鎮
火
し
て
か
ら
】
次
の
災
害
に
備
え

て
、
直
ち
に
使
用
し
た
防
火
水
槽
に

水
を
補
給
し
ま
す
。
ま
た
、
再
燃
に

備
え
て
現
場
を
監
視
し
、
夜
の
火
事

で
は
朝
に
な
る
ま
で
監
視
を
続
け
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

【
災
害
に
備
え
て
】
消
火
栓
や
防
火
水

槽
の
点
検
や
周
辺
の
草
刈
り
、
消
防

車
や
資
機
材
の
点
検
、
夜
警
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
防
災
訓
練
！

　

消
防
団
は
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

し
、
消
火
訓
練
や
救
命
講
習
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

◎
女
性
消
防
団
員
の
活
動
！

　

女
性
消
防
団
員
は
火
災
予
防
を
目
指

し
て
、年
３
回
の
駅
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
防
火
教
室
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
の
防
火
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
消
防
団
の
活
動
内
容
！

住宅用火災警報器の設置促

進広報活動を始めました！
　来年6月2日（火）から、既存住宅へ

の設置が義務付けられます。

　設置が義務付けられるのは、寝室

として使われるすべての部屋と、2階

以上に寝室のあるお宅の階段です。

住宅用火災警報器を

設置しましょう！

交通整理を行う消防団員

防災訓練

女性消防団員による防火教室

豪雨による土砂崩れ個所の土のう積み

住宅用火災警報器設置促進の広報

消防団

NEWS

問い合わせ　市交通防災課☎873-2111内線1682
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交通安全、防犯ポスター・標語、社会を明るくする運動作文の審査結果
　夏休み中に取り組んだ力作ぞろいです。表彰式は12月6日（土）午前10時から市保健センター研修室で行います。

交　通

市交通防災課
☎873-2111内線1683

☆ポスターの部

　・市長賞　　　　　神永輝仁（向台小6年）

　・牛久警察署長賞　土渕寛太（岡田小6年）

　・議会議長賞　　　高藤真幸（牛久二小6年）

　・教育長賞　　　　柴田昌樹（牛久二小5年）

　・交通少年団長賞　中村智里（岡田小5年）

　・優良賞　　　　　榊原優希（岡田小6年）

　　　　　　　　　　織田一輝（神谷小5年）

☆標語の部

　・市長賞　　　　　鈴木かりん（向台小5年）

　・牛久警察署長賞　山口薫月（牛久二小6年）

　・議会議長賞　　　　田美緒（奥野小6年）

　・教育長賞　　　　岡﨑和人（向台小6年）

　・交通少年団長賞　曽我泰生（神谷小5年）

　・優良賞　　　　　矢口佑香（向台小5年）

　　　　　　　　　　五反田睦美（神谷小6年）

防　犯
☆ポスターの部

　◆小学校低学年

　・市長賞　　　　　　佐藤涼子（牛久小2年）

　・牛久警察署長賞　　加藤裕香（牛久小3年）

　・議会議長賞　　　　澤山昌生（中根小3年）

　・教育長賞　　　　　中島栞（中根小3年）

　・防犯連絡員協議会長賞　天野友佑（牛久小3年）

　・優良賞　　　　　　浅井杜和（牛久小3年）

　◆小学校高学年

　・市長賞　　　　　　矢田拓朗（中根小4年）

　・牛久警察署長賞　　阿部恭大（岡田小4年）

　・議会議長賞　　　　横島朋奈（牛久小4年）

　・教育長賞　　　　　北野涼（牛久小4年）

　・防犯連絡員協議会長賞　斉藤大晴（牛久小4年）

　・優良賞　　　　　　長谷川晶（牛久二小6年）

　　　　　　　　　　　平井俊（中根小6年）

　◆中学校

　・市長賞　　　　　　舟橋優香（牛久一中3年）

　・牛久警察署長賞　　佐藤美帆（牛久南中2年）

　・議会議長賞　　　　神永智美（牛久南中2年）

　・教育長賞　　　　　梁田知志（牛久一中2年）

　・防犯連絡員協議会長賞　藤田里菜（牛久一中2年）

　・優良賞　　　　　　小澤亮太（牛久三中3年）

　　　　　　　　　　　大貫薫（牛久一中1年）

　　　　　　　　　　　足立莉菜（牛久二中2年）

☆標語の部

　◆小学校低学年

　・市長賞　　　　　　山﨑慶哉（岡田小3年）

　・防犯連絡員協議会長賞　渡部快都（岡田小2年）

　◆小学校高学年

　・市長賞　　　　　　塚本一馬（神谷小5年）

　・防犯連絡員協議会長賞　岡部玲奈（牛久二小5年）

　・優良賞　　　　　　八重樫俊介（中根小4年）

　　  　　　　　　 　　玉井星音（牛久二小5年）

　　　　　　　　　　　杉山拓巳（牛久小5年）

　◆中学校

　・市長賞　　　　　　佐藤美紀（牛久南中3年）

　・防犯連絡員協議会長賞　尾内美音（牛久一中2年）

　・優良賞　　　　　　池田優希（下根中1年）

　　　　　　　　　　　藤原彩花（牛久三中2年）

　　　　　　　　　　　猪狩茉耶（牛久二中3年）

年末の交通事故防止県民運動
12月1日（月）～31日（水）

スローガン：まもろうよ　車のマナー　心のモラル
運動の重点
①飲酒運転を根絶しよう
②すべての座席のシートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう
③薄暮時や夜間の交通事故を防止しよう

☆社会を明るくする運動作文  入賞

・鬼澤諒介（中根小4年）

・渡邊朱莉（岡田小6年）

・前田風紗恵（神谷小6年）

・佐久間智子（牛久一中3年）

・福島美咲（牛久小6年）

・長谷川晶（牛久二小6年）

・日向寺佑佳（下根中1年）

・中泉悠輔（牛久二中3年）

・野口莉紗（奥野小6年）

・新井瑞月（向台小6年）

・石田瑠乃（牛久三中2年）

・髙橋知子（牛久南中3年）

審
査
会
の
様
子

（敬称略）

土
口
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　　新
牛久ごみ
ニュース

　

下
記
の
表
は
容
器
代
の
一
例
で
す
が
、
容
器
代
は
購
入
商

品
価
格
の
お
よ
そ
１
％
か
ら
多
い
も
の
で
は
30
％
に
も
な
り

ま
す
。

　

食
品
白
色
ト
レ
イ
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
牛
乳
パ
ッ

ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
が
、
ご

み
に
な
っ
て
し
ま
う
容
器
も
多
い
よ
う
で
す
。
平
成
16
年
度

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
市
の
平
均
世
帯
人
数

は
３
・
46
人
で
ひ
と
月
の
食
費
は
約
７
万
２
０
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
そ
の
食
費
に
含
ま
れ
る
容
器
代
は
ど
の
く
ら
い
支

出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
表
を
参
考
に
容
器
代
を
算
出

し
て
く
だ
さ
い
。
包
装
し
て
い
な
い
も
の
を
必
要
な
分
だ
け

購
入
す
る
こ
と
で
食
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

詰
め
替
え
が
可
能
な
製
品
を
選
ぶ
、
缶
ビ
ー
ル
を
び
ん

ビ
ー
ル
に
替
え
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
、「
で
き
る
こ
と
か

ら
エ
コ
ラ
イ
フ
」
を
行
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
最
近
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
指

定
袋
で
出
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
は
、
白
色
ト
レ
イ
・
白
色

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
溶
解
処
理
し
「
イ
ン
ゴ
ッ
ト
」
と
い
う

塊
に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。 ご

み
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
話

　

今
回
の
ご
み
ニ
ュ
ー
ス
は「
ご
み
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
話
」で
す
。

　

普
段
、
わ
た
し
た
ち
が
何
気
な
く
購
入
し
て
い
る
多
く
の
製
品
。
そ
の

容
器
は
い
く
ら
な
ん
だ
ろ
う
？
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問い合わせ　市廃棄物対策課☎873-2111内線1571～1572、牛久クリーンセンター☎830-9333

品目 商品（例） 容器代（例）

食品用白色トレイ 精肉など 1円～20円

アルミ缶 ソフトドリンク・ビールなど 18円～30円

スチール缶 ソフトドリンクなど 14円～15円

牛乳パック 牛乳・果汁など 15円～20円

酒パック 日本酒・焼酎など 70円～80円

刺し身用トレイ 刺し身 5円～250円

ペットボトル ソフトドリンク・調味料など 30円～70円

調味料びん しょうゆ・調味料など 50円～100円

洗剤用ポリボトル 洗濯用洗剤・シャンプーなど 90円～100円

カップめん容器 ラーメン・うどんなど 25円～70円

紙箱 菓子類 80円～200円

レジ袋 1円～10円

購入した商品 不用となったトレイ 油汚れを落とす

すすぐ

水気をふきとるオレンジ色の「プラス

チック専用指定袋」に入

れ集積所に

文具、おもちゃ、CD ケー

スなどの原料に再生利

用される

回収したトレイを溶かし

固めたインゴット（10kg）

白色トレイの出し方
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祝4周年！とくとく市においでよ
　平成16年10月にスタートしたとくとく市。今月で51回目、5年目に

突入しました。

　記念すべき第1回は、野菜の高値が続く中で開かれました。山と積

まれた大根があっという間に売り切れてしまい、慌てて畑に走った生

産者も。回を重ねるごとに、お客さんと生産者の間で「この間の野菜おいしかったよ」「これはこ

うやって料理するとおいしいよ」など、会話が弾むようになりました。

　とくとく市組合長の池田實さんによれば、初めはなかなか足並みがそろわなかったそうです。

しかし「地域の人たちに地元のおいしい新鮮な野菜を食べてもらうため、頑張ろう！」という目的

の下、池田会長の努力が実り、市場と取引のある農家の

皆さんや八百屋さんが進んで出店するように、今後もリ

ピーターを増やしながら、たくさんの方に地元の味を知っ

ていただきたいとのことです。

　牛久市営青果市場は昭和30年に開設以来、50年以上の

歴史を誇ります。池田会長は先代からずっと市場を支え

てきました。それだけに市場に対する思いはひとしお。

とくとく市開催によって、地域の方たちに理解と親しみを

持ってもらおうと、仲間と共に頑張っています。もちろん

最強の味方は奥様の久子さん。「よくやってくれてるよ」と

の一言に夫婦の円満ぶりがうかがえました。

怪しい「出資話」が市内で多発しています！
【事例1】＜市内70歳代男性＞若いセールスマン2人が訪問してきて「100万円

預ければ毎月1万円の配当がある」と勧誘された。信用できるか。

【事例2】＜市内60歳代女性＞友人から「10万円を出資すれば2年後に300万円

になる」と熱心に誘われ、出資してしまった。本当に配当があるか心配。

＜トラブルに遭わないためのポイント＞

　「出資をすればお金が倍になる」「お金がどんどん増える」などと勧誘され

出資をしたが「配当金がない」「出資金が返還されない」という出資金トラブ

ルの相談が増えています。

　消費者は、「高配当」や「元本保証」という業者のうまい言葉を信じて契約し、配当金の滞り、業者の

倒産や逮捕により被害に気付くケースが多いようです。このような状態になると、業者にはほとん

ど資金が残されていないため、消費者に出資金が返還される可能性は大変低くなります。

　「高配当」をうたう出資を勧誘された場合は、業者の信用性や出資の内容について少しでも不明な

点や不安な点があれば、ハッキリと断ることが大切です。怪しい出資話やうま過ぎるもうけ話には

十分注意しましょう。消費問題で困ったときは消費生活センターにご相談ください。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521～1522

とくとく市を支え続ける

池田組合長と奥様の久子さん
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としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

今月の休館日

全館休館日 ･･･12月8日（月）・22日（月）

奥野・三日月橋生涯学習センター図書室のみ休

館日 ･･･12月29日（月）～31日（水）

第
２
回
市
民
大
学
講
座
受
講
生
募
集

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
～
賢
い
図
書
館
の
利
用
術
～

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

定
員　

70
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

12
月
６
日（
土
）
か
ら
市
中
央
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

市
中
央
図
書
館
☎
８
７
１
・
１
４
０
０

冊
数
無
制
限
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

年
始
の
休
館
に
伴
い
、
市
中
央
図
書
館
・

エ
ス
カ
ー
ド
分
館
の
み
、
貸
出
期
間
の
延
長

と
対
象
資
料
の
無
制
限
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

12
月
23
日（
火
・
祝
）～
31
日（
水
）

貸
出
期
間　

す
べ
て
３
週
間

対
象　

図
書
・
雑
誌
・
紙
芝
居
…
無
制
限（
新

刊
コ
ー
ナ
ー
の
本
は
５
冊
ま
で
、
雑
誌
の

最
新
号
は
貸
出
で
き
ま
せ
ん
）

　

Ｃ
Ｄ
…
３
点
ま
で（
通
常
ど
お
り
の
貸
出
点

数
で
す
）

※
平
成
21
年
１
月
４
日（
日
）
か
ら
は
通
常
通

り
の
貸
出
と
な
り
ま
す
。

今月の行事予定　＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　12月21日（日）午後2時

　『ポーラー ･ エクスプレス ( 洋画・吹替版）』

◆牛久おもちゃ病院◆12月21日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

※12月25日（木）～平成21年1月6日（火）まで、通常

のおはなし会はすべてお休みします。

◎12月29日（月）～31日（水）

　市中央図書館・エスカード分館 ･･･ 午後５時

まで開館

　奥野・三日月橋各生涯学習センター ･･･ 休館

◎平成21年1月1日（木・祝）～3日（土）

　全館休館

日時 講師 演題

第1回
1月22日（木）

午後2時～4時

薬袋秀樹氏

（筑波大学大学院図書館

情報メディア研究科教授）

これからの図書館像

－地域を支える情報

拠点としての図書館

第2回
1月29日（木）

午後2時～4時

植松貞夫氏

（筑波大学大学院図書館

情報メディア研究科教授）

これからの図書館建

築－今、世界の図書

館は？

第3回
2月5日（木）

午後2時～4時

平久江祐司氏

（筑波大学大学院図書館

情報メディア研究科教授）

学校図書館と公共図

書館の関わり

第4回
2月12日（木）

午後2時～4時

大庭一郎氏

（筑波大学大学院図書館

情報メディア研究科講師）

これからの図書館像

に 求 め ら れ る ス ペ

シャリスト

年 末 年 始 の開館時間・休館日

☆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

す
て
き
な
お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
♪
も

し
か
し
た
ら
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ

る
か
も
!?
。

日
時　

12
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～
３
時

場
所　

市
中
央
図
書
館
し
ち
ょ
う
か
く

室（
２
階
）

※
12
月
25
日（
木
）
～
平
成
21
年
１
月
６

日（
火
）
ま
で
、
通
常
の
お
は
な
し
会

は
す
べ
て
お
休
み
し
ま
す
。
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「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
地
域
事
業
」の

一
環
と
し
て
、
本
棚
作
り
を
実
施
し
ま

す
。
ス
ギ
の
間か
ん
ば
つ
ざ
い

伐
材
か
ら
生
ま
れ
た

キ
ッ
ト
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
を

付
け
て
、「
マ
イ
★
本
棚
」
を
完
成
さ
せ

よ
う
！

日
時　

12
月
23
日（
火
・
祝
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２

階
）

講
師　

都
賀
剛
氏（
つ
く
ば
ね
森
林
組

合
業
務
係
長
・
林
業
技
士
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
※
金
づ
ち
を
扱
う
た
め
、
低

学
年
は
必
ず
保
護
者
同
伴
。

マ
イ
★
本
棚
を
作
ろ
う

定
員　

20
人

用
意
す
る
物　

筆
記
用
具
、
色
鉛
筆

参
加
費　

無
料
※
保
護
者
分
の
キ
ッ
ト

は
付
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法　

必
要
事
項（
左
記
の

記
入
方
法
参
照
）
を
明
記
の
上
、
往

復
は
が
き（
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

１
枚
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
12
月
15
日

（
月
）午
前
10
時
か
ら
市
中
央
図
書
館

会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行
い
、
12
月

17
日（
水
）ま
で
に
返
信
は
が
き
で
ご

連
絡
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
14
日（
日
）

必
着

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
図
書
館
☎
８
７

１
・
１
４
０
０

（往信用表面）

〒300-1211

牛久市柏田町3304-1
牛久市中央図書館
｢マイ本棚を作ろう｣行

（返信用裏面）

※ここは何も書かな
いでください。

往
信

（返信用表面）

申込者の郵便番号
　　　　住所
　　　　氏名（様）

（往信用裏面）

①住所
②氏名（お子さん）
③年齢（お子さん）
④電話番号
⑤保護者同伴の場合

は保護者氏名

※1枚につき1人のみ

返
信

◆往復はがきの記入方法◆

再
び
芋
銭
を
考
え
る
②

　

前
回
に
引
き
続
き
、
芋
銭
年
譜
中
の「
通
説
」に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

　

明
治
21
年（
20
年
と
記
す
も
の
も
あ
る
）、
芋
銭
は
、
政

治
家
・
尾
崎
行
雄
の
薦
め
で「
朝
野
新
聞
」
の
客
員（
画
工
）

と
な
っ
た
。
そ
の
年
の
夏
、
会
津
の
磐
梯
山
大
噴
火
と
い
う

大
事
が
勃
発
、
芋
銭
は
、「
朝
野
新
聞
」
の
特
派
員
と
し
て
現

地
に
赴
き
、
惨
状
を
写
し
た
。
芋
銭
に
関
す
る
文
献
に
は
、

例
外
な
く
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
通
説
」に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
資
料
が
、
小
川
家
の

芋
銭
旧
蔵
資
料
中
に
存
在
し
ま
す
。
芋
銭
あ
て
の
尾
崎
行
雄

書
簡
が
そ
れ
で
、
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
ま
す
。

　

留
守
中
に
届
け
ら
れ
た
芋
銭
の
絵
画
を
新
聞
紙
上
に
掲

載
し
た
い
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
近
々
開
催
さ
れ
る
博
覧

会
の
会
場
風
景
を
描
い
て
も
ら
い
た
い
。
つ
い
て
は
、
社

屋
ま
で
ご
足
労
願
い
た
い
。

　

書
簡
が
書
か
れ
た
年
は
不
明
で
す
が
、（
第
３
回
内
国
勧

業
）博
覧
会
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
23
年
と

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
21
年
に
、
芋
銭
が
朝
野
新
聞
の
客
員
に
な
っ
た
と

す
る
と
、
こ
の
書
簡
の
丁
重
極
ま
り
な
い
文
面
や
、
社
屋

で
会
い
た
い
と
伝
え
る
と
き
、
社
屋
の
所
在
地
ま
で
明
記

す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

芋
銭
と「
朝
野
新
聞
」
と
の
か
か
わ
り
は
、
こ
の
書
簡
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

事
実
、「
朝
野
新
聞
」を
精
査
し
て
み
る
と
、
こ
の
書
簡
ど

お
り
に
、
芋
銭
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
21
年
に「
朝
野
新
聞
」
の
客
員
と
な
る
は
、
明
治
23

年
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

芋
銭
あ
て
尾
崎
行
雄
書
簡

（
小
川
耒
太
郎
氏
蔵
）
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
三
十
四
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

牛
久
沼
の
風
物
詩

田た

ぶ

ね舟
に
よ
る
漁
獲
と
犬
田
一
家

　

昭
和
61
年（
１
９
８
６
年
）
の
６
月
に

大
野
正
雄
初
代
市
長
の
下
で
制
定（
起
草

委
員
長
は
市
議
会
副
議
長
の
海
老
原
郁

夫
氏
）し
て
庁
舎
門
柱
脇
に
建
て
ら
れ
た

市
民
憲
章
碑
に「（
一
）水
と
緑
を
愛
し
美

し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」と
あ
る

が
、
そ
の
文
中
の『
水
』
を
最
も
象
徴
す

る
の
が
牛
久
沼
で
あ
る
。

　

牛
久
沼
の
地
籍
は
龍
ケ
崎
市
佐
貫
字

牛
久
沼
と
い
う
。

　

周
囲
25
㎞
余
り
、
面
積
が
２
・
95
㎢

余
り
で
、
か
つ
て
は
下
流
村

（々
現
龍
ケ

崎
市
域
）の
水
田
の
水
源
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
牛
久
沼
。

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
年
）
に
近
代
俳

句
の
創
始
者
正
岡
子
規
は
、
牛
久
沼
を

通
っ
て
水
戸
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の

時
、
子
規
が
詠
ん
だ
俳
句『
寒
そ
う
に
鳥

の
う
き
け
り
牛
久
沼
』。

　

住
井
す
ゑ
が
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た

牛
久
沼
。

　

小
川
芋
銭
が「
五さ

み

だ

れ

月
雨
や
月
夜
に
似
た

る
沼
明
り
」と
俳
句
に
詠
ん
だ
牛
久
沼
。

　

芋
銭
に
は
あ
ま
た
の
友
人
が
い
た
が
、

小
杉
放
庵
画
伯
も
そ
の
１
人
で
あ
っ
た
。

放
庵
が
芋
銭
を
追
想
し
て
詠
ん
だ
歌
に

「
牛
久
沼
清せ

い
え
ん淵

芋
銭
大
居
士
の
墓
の
ほ
と

り
の
藪
椿
か
な
」と
い
う
の
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
牛
久
沼
で
は
昭
和
40
年

（
１
９
６
５
年
）
代
ま
で
沿
岸
に
住
む
半

農
半
漁
の
人
々
の
四
季
を
通
し
て
田
舟

に
よ
る
漁
獲
が
見
ら
れ
た
。
春
か
ら
夏

に
か
け
て
ハ
ヤ
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
、
ワ
カ
サ
ギ
、

コ
イ
、
ヤ
マ
ベ
、
サ
ヨ
リ
漁
が
盛
ん
だ
っ

た
。
真
夏
８
月
は
ボ
ラ
、
９
月
は
ハ
ヤ

と
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
漁
期
だ
っ
た
。
厳
冬
12

月
か
ら
１
月
は
寒
ブ
ナ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど

が
捕
れ
た
。

　

牛
久
沼
で
の
フ
ナ
の
捕
り
方
に
は
投と

網あ
み

を
打
つ
ほ
か
に
、
伝
統
的
な「
お
だ
」、

「
見
取
り
」が
あ
っ
た
。「
投
網
」は
昔
は
手

作
り
で
、
４
メ
ー
ト
ル
四
方
の
網
を
文

字
通
り
広
げ
な
が
ら
投
じ
る
漁
法
。「
お

だ
」は
細
い
木
と
枝
木
と
竹た

け

す簀
を
持
っ
て

四
方
か
ら
囲
ん
で
フ
ナ
を
寄
せ
て
捕
る

漁
法
だ
が
、「
お
だ
」に
は
９
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
大
き
な
も
の
も
あ
っ
た
。「
見
取
り
」

は
田
舟
で
魚
影
を
求
め
、
そ
の
魚
影
の

�小川芋銭の俳句『五月雨や月夜に似たる沼明

り』の碑。この句碑は昭和63年（1988年）の2

月に小川芋銭生誕120年祭を記念して三日月

橋生涯学習センター庭園に建立された。

生
し
て
い
た
。
そ
れ
に
沼
の
中
央
へ
半

島
状
に
突
き
出
し
た
弘
法
岬（
現
つ
く
ば

市
下
岩
崎
字
泊は

っ
さ
き崎
）と
い
わ
れ
る
高
台
の

下
の
岸
辺
付
近
に「
じ
ゅ
ん
さ
い
」
が
自

生
し
て
い
た
。

　

牛
久
沼
の
じ
ゅ
ん
さ
い
に
つ
い
て
は

住
井
の
二
女
増
田
れ
い
子
著『
母
住
井
す

ゑ（
海
竜
社
刊
）』に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
く
だ
り
を
抜
粋
・
要
約
し
て

み
た
。『
少
女
時
代（
昭
和
10
年
代
後
半
）

の
夏
の
沼
で
は
楽
し
い
思
い
出
が
多
い
。

岸
辺
に
河
骨
の
花
が
点
々
と
し
、
沼
の

水
深
が
浅
く
な
り
中
央
ま
で
浅
瀬
と
化

し
て
、
そ
こ
で
し
じ
み
が
掘
れ
、
泳
ぎ

の
練
習
が
で
き
、
じ
ゅ
ん
さ
い
が
よ
く

採
れ
た
』と
あ
る
。
じ
ゅ
ん
さ
い
は
酢
の

物
に
な
っ
て
犬
田
家
の
食
卓
を
彩
っ
た
。

濃
い
と
こ
ろ
を
網
で
す
く
い
取
る
方
法

だ
。
外
に
う
け
、
張
網
、
回
網
の
漁
法

が
あ
り
、
そ
れ
ら
で
捕
獲
し
た
小
魚
は

東
京
江
戸
川
方
面
へ
出
荷
さ
れ
、「
す
ず

め
焼
。
甘
露
煮
」に
な
っ
て
都
民
の
食
卓

を
に
ぎ
わ
し
た
。

　

犬
田
卯
に
と
っ
て
田
舟
こ
ぎ
は
昔

取
っ
た
き
ね
づ
か
で
あ
る
。
彼
は
体
調

の
い
い
と
き
に
田
舟
を
こ
い
で
沖
合
に

出
て「
見
取
り
」
に
よ
る
寒
ブ
ナ
を
捕
っ

た
。
寒
ブ
ナ
は
甘
露
煮
に
な
っ
て
犬
田

家
の
食
卓
に
上
が
っ
た
。

　

牛
久
沼
の
ウ
ナ
ギ
の
場
合
は
、
ま
ず

夕
方
、
田
舟
で
沖
合
に
出
て
、
80
ｍ
余

り
も
あ
る
長
袋
網
を
仕
掛
け
て
お
き
、

翌
日
早
朝
こ
れ
を
引
き
上
げ
る
と
い
う

独
特
の
捕
獲
方
法
が
編
み
出
さ
れ
て
い

て
、
昭
和
40
年
代
ま
で
続
け
ら

れ
て
い
た
。
浅
瀬
で
は
、
別
に

１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
筒（
タ

ガ
ッ
ポ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の

中
に
え
さ
の
エ
ビ
ガ
ニ
や
ミ
ミ

ズ
な
ど
を
入
れ
て
お
い
て
ウ
ナ

ギ
を
こ
れ
に
誘
い
込
ん
で
捕
ら

え
る
法
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
32
年（
１
９
５
７
年
）度

の
牛
久
町
の
牛
久
沼
に
関
す
る

記
録
を
引
用
し
て
み
る
と
、
当

時
は
水
生
多
年
草
ヒ
ル
ム
シ
や

ス
イ
レ
ン
科
の
一
年
生
水
草
オ

ニ
バ
ス
と
多
年
草
の
河こ

う
ぼ
ね骨

が
自

※広報うしく11月1日号10ページ「住井すゑとその文学の里（三十三）に掲載の「牛久沼の浮田の写真」

を撮影し寄贈していただいた方が判明しました。写真家の石引昭氏（龍ケ崎市若柴町在住）です。
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＜135＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎ 873-2486 FAX873-2895

（85）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎ 871-2301 FAX871-1334

リズム体操クラブ 代表：木ノ上 亀久

【活動目的】中高年になって何かスポーツをと考えても、

きっかけをつかむのは難しいことです。そこで年齢

とともに失われるリズム感と関節硬化の防止のため、

音楽を利用してダンス要素を取り入れたプログラム

を作り活動しています。1人でも出掛けて施設に集

い、みんなで新しい運動の体験をすることを通じて、

仲間づくり・健康づくりができることを目指します。

【活動日時・練習場所】すべて午前10時～正午

●第1・第3月曜日：市総合福祉センター 

●第2・第4火曜日：東区公民館

●第1・第3水曜日：市保健センター

●第2・第4水曜日：市中央生涯学習センター

●第2・第4金曜日：三日月橋生涯学習センター

●第2土曜日：東みどり野区民会館（老人会支援活動）

【入会案内】入会は随時

【会費】月会費500円

【問い合わせ】木ノ上☎873-1955

≪加盟団体紹介≫ ダンススポーツ！美しく踊りませんか
牛久ダンススポーツ連盟　　河野☎873-2316
　11月1日から茨城県全域で

開催された「国民文化祭いば

らき2008」で、牛久市では全

国から900人の選手をお迎え

して「ダンススポーツフェス

ティバル」が行われ、大きな

感動を呼び無事終了しまし

た。当連盟もこの運営に携

わらせていただいたことで

素晴らしい経験をし、改めてダンススポーツの素

晴らしさを再確認しました。今後も地域の方々と

交流を図り、ダンスの普及に努めていきます。

催し物のご案内

みて、きいて、かんじて・・・

　いつも新たな感動を！～市民文化祭参加～

　今年も文化・芸術の秋

にさまざまな分野で活躍

している文化協会加盟団

体が多数参加。

舞台発表、作品展示、

お茶会とその活動の

成果を発表し、多く

の方が訪れました。

●新華扇流治　会おさらい会

日時　12月6日（土）午前10時30分～

場所　田宮区民会館

入場料　無料

問 い合わせ　新華扇流治　会（栗島）☎872-6041

●お正月しめ縄飾り無料講習会

日時　12月28日（日）午後1時30分～3時30分

場所　エスカード生涯学習センター会議室

材料費　（大）2,500円、（小）1,500円

問 い合わせ　草月流いけばな会（伊藤）☎871-2155

●アウラ：アカペラコンサート

日時　平成21年2月8日（日）午後2時～

場所　エスカード生涯学習センター多目的ホール

入場料　2,000円

問 い合わせ　なすびの花の会（酒井）☎873-7796

リズム体操で楽しく健康づくり！➡

市 民 文 化 祭
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地
元
産
の
食
材
を
使
っ
て

　

10
月
24
日
、
市
内
の
小
中
学
校
12
校

で
、
牛
久
産
の
食
材
を
使
っ
た
学
校
給

食「
牛
久
の
日
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
牛
久
の
日
」
は
今
回
で
８
回
目
。

地
産
地
消
・
食
育
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
牛
久
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ご
飯
を
は
じ
め
、
牛
久
ス
タ
ミ

ナ
い
た
め
、
下
根
町
で
採
れ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
を
使
っ
た「
い
も
ま
ん
！
」、
島
田
町
リ

ン
ゴ
園
で
採
れ
た
リ
ン
ゴ
な
ど
で
、
牛
乳

以
外
は
す
べ
て
牛
久
産
の
食
材
を
使
用
。

　

ま
た
、
茨
城
県
学
校
給
食
研
究
推
進

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
牛
久
南
中
学
校

で
は
、
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
、
県
内

か
ら
約
１
５
０
人
の
教
職
員
が
集
ま
り

ま
し
た
。
授
業
公
開
で
は
、
１
・
２
年

生
が
給
食
や
食
糧
問
題
な
ど
に
つ
い
て

討
論
。
３
年
生
は
、
校
内
で
採
れ
た
梅

を
使
っ
て
作
っ
た
ジ
ャ
ム
を
、
米
粉
や

そ
ば
粉
、
ア
ー
モ
ン
ド
粉
な
ど
の
４
種

類
の
ク
レ
ー
プ
に
付
け
て
、
味
を
食
べ

比
べ
ま
し
た
。
訪
れ
た
教
職
員
た
ち
は

熱
心
に
生
徒
た
ち
の
取
り
組
み
を
参
観

し
て
い
ま
し
た
。

寄贈された河童大根

地
元
の
味
河
童
大
根

　

11
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
竜
ヶ
崎
市
の
宇
田

勝
利
組
合
長
と
同
組
合
大
根
生
産
部
会

の
山
岡
正
男
部
会
長
ら
が
、
市
役
所
を

訪
れ
、
齋
藤
副
市
長
に
河
童
大
根
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
の
大
根
は
、
地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
の
地
産
地
消
を
促

進
し
よ
う
と
、
11
月
18
日
・
19
日
と
12

月
３
日
に
市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
出

す
た
め
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

秋
冬
の
河
童
大
根
は｢

福
天
下｣

と
呼

ば
れ
る
品
種
で
、
き
め
が
細
か
く
白
い

の
が
特
長
。
み
ず
み
ず
し
く
サ
ラ
ダ
に

よ
く
合
う
大
根
で
す
。
給
食
で
は
大
根

サ
ラ
ダ
や
け
ん
ち
ん
汁
に
し
て
食
べ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。　

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
ち
た
い

「
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
活
動
」で
福
祉
車
両
寄
贈

　

11
月
10
日
、
古
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売

（
株
）か
ら
、
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
福
祉
車
両
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヤ
ク
ル
ト
で
は
、
27
年
前
か
ら
愛
の

定
期
便（
独
居
老
人
訪
問
活
動
）、
各
種

福
祉
事
業
へ
の
協
賛
な
ど
地
域
福
祉
へ

の
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も「
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
活
動
」で
は
、
平
成

19
年
度
ま
で
に
24
台
の
福
祉
車
両
を
県

内
各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
て
き
ま
し
た
。

寄贈された福祉車両

おいしい給食に生徒たちは舌鼓

梅
ジ
ャ
ム
に
は
ア
ー
モ
ン
ド
粉
で
作
っ
た

ク
レ
ー
プ
が
相
性
抜
群
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10
月
26
日
、
恒
例
と
な
っ
た
み
ど

り
野
行
政
区（
小
野
寺
治
子
区
長
）の
文

化
祭
が
、
区
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
文
化
祭
は
、「
思
い
や

り
の
あ
る
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
今
年
で
18
回
目
と
な

り
、
近
年
は
朝
丘
雪
路
さ
ん
や
財
津
一

郎
さ
ん
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
、
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
、「
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー

ズ
」の
仲
本
工
事
さ
ん
。
仲
本
さ
ん
は

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
い
い
湯
だ
な
」

な
ど
、
誰
も
が
口
ず
さ
め
る
曲
を
自
ら

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り　
み
ど
り
野
行
政
区
文
化
祭

ギ
タ
ー
を
抱
え
て
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
会
館
に
は
、
絵
画
や
生
け
花
、

手
芸
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
の

作
品
も
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
は
、
公
園

で
緑
寿
会
や
子
ど
も
会
の
方
々
が
、
輪

投
げ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
も
ち
つ
き
や
バ
ザ
ー
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
つ
き
た
て
も
ち
を

お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
親
子
連
れ
や
両

手
に
い
っ
ぱ
い
買
い
物
品
を
抱
え
た
女

性
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て　

牛
久
市
合
同
金
婚
式

　

10
月
25
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
牛
久
市
合
同
金
婚
式
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
で
１
５
８
組
の
夫
婦

が
結
婚
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
池
辺
勝

幸
市
長
か
ら
唯
根
博
司
さ
ん
・
ふ
み
子

さ
ん
ご
夫
妻（
正
直
町
）が
出
席
者
を
代

表
し
て
、
褒
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
則
武
健
司
さ
ん
・
ト
ヨ
子
さ

ん
ご
夫
妻（
田
宮
町
）
が「
結
婚
し
た
昭

和
33
年
に
は
、
経
済
事
情
も
少
し
は
明

る
さ
が
出
て
き
た
と
思
わ
れ
る
時
代
で

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
混
乱
し
た

時
期
で
あ
り
、
貧
し
い
な
が
ら
二
人
で

力
を
合
わ
せ
て
乗
り
切
り
50
年
の
歳
月

を
経
て
こ
こ
に
合
同
金
婚
式
に
参
加
で

き
感
無
量
で
す
。
共
に
支
え
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
わ
た
し

た
ち
は
健
康
に
留
意
し
、
社
会
に
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
自
立
し
、
少
し
で

も
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
福
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
み
ど
り
野
行
政
区
で
は
文
化

祭
の
と
き
に
行
っ
て
い
る
バ
ザ
ー
な
ど

の
収
益
金
を
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
毎
年
寄
付
し
て
い
ま
す
。

30
周
年
の
大
き
な
節
目

謝辞を述べる則武さん夫妻

東みどり野区創立30周年記念式典の様子

　

11
月
16
日
に
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
で
、

「
東
み
ど
り
野
区
創
立
30
周
年
記
念
式

典
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
髙
橋
阿
佐
子
区
長
は
、

「
東
み
ど
り
野
区
で
は
、
夜
回
り
や
三

世
代
の
集
う
盆
踊
り
な
ど
、温
か
い
心
、

助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
自
治
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り
一

層
の
地
域
貢
献
を
み
ん
な
で
誓
い
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
自
治
会
活

動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
表
彰
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

仲本工事さんと三代純歌さんのデュエット
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第32回牛久市民文化祭
将棋大会（10月19日開催）

囲碁大会（10月26日開催）

優　勝 準優勝 第3位
A クラス 松本博文 岡谷恒男 中畝安則
B クラス 堀元千江 中村卓男 松島毅
小中学生 四垂将志 寺田浩昭 宮内悠斗

優勝 準優勝 第3位
A クラス 志村譲二 三宅一俊 加藤鉄二
B クラス 大山正夫 松戸英次 村上城守
C クラス 山村邦利 枝譲 斉藤輝男

（敬称略）

真剣な表情の将棋参加者

牛
久
市
民
秋
ま
つ
り
（
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
・
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
ま
つ
り
同
時
開
催
）

　

11
月
３
日
、
恒
例
の「
牛
久
市
民
秋

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
や
駐
車
場
で
は
、
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ

ワ
イ
ま
つ
り（「
大
抽
選
会
」や「
い
い
友

市
」、
空
き
缶
と
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ご
飯

を
炊
く「
サ
バ
メ
シ
」
な
ど
）、
市
中
央

図
書
館
で
は
、と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り（
雑

誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
な
ど
）
が
同
時
に

開
催
さ
れ
、
友
達
同
士
や
家
族
連
れ
な

ど
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

�
牛
久
消
防
署
に
よ
る「
は
し
ご
車
搭
乗

体
験
」は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

�
３
回
行
わ
れ
た「
ミ
ニ
上
棟
式
」
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加

�
姉
妹
都
市
の
常
陸
太
田
市
に
よ
る
地
場

産
品
展
示
販
売

�
大
盛
況
の「
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」は
朝

早
く
か
ら
長
蛇
の
列（
市
中
央
図
書
館
）

�
Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
大
抽
選
会
」、
当
た
り
ま
す
よ
う
に
！
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☆ ☆

☆

☆
☆

紅
葉
を
見
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

第
23
回
国
民
文
化
祭
い
ば
ら
き
２
０
０
８
閉
幕

　

11
月
に
茨
城
県
内
で
は「
第
23
回
国

民
文
化
祭
い
ば
ら
き
２
０
０
８｣

が
開

催
さ
れ
、
市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
化
青
年
研
修
所
で
は
１
日
、｢

ア
ー

ト
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
★
取
手
・
牛
久
・

守
谷｣

の
県
南
３
市
が｢

集
積｣
と｢
痕
跡｣

を
テ
ー
マ
に
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

近
隣
か
ら
の
間
伐
材
を
ま
き
に
し
て
、

そ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
た
壮
大
な
オ
ブ

ジ
ェ
が
制
作
展
示
さ
れ
、
会
場
で
は｢

美

的
交
流
～
国
文
祭
の
向
こ
う
に
～｣

を

テ
ー
マ
に
座
談
会
も
実
施
さ
れ
、
来
場

者
に
は
女
化
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
焼
き
い
も
や
と
ん
汁
、
新
そ
ば
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
、
久
々
に
女

化
青
年
研
修
所
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

２
日
に
は
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
や
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ

特
設
会
場
・
Ｊ
Ｒ
牛
久
駅
会
場
で
、｢

音

楽
と
ア
ー
ト
に
よ
る
多
次
元
コ
ン
サ
ー

ト｣

が
開
催
さ
れ
、
う
し
く
現
代
美
術

展
実
行
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
音
楽

と
造
形
作
品
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
新
し
い
形
で
演
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
９
日
に
は
牛
久
運
動
公
園

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、「
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
は
約
１
０
０
０
人
を
超
え
る
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
集
ま
り
、
競
技
会

形
式
で
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
麗
な

ダ
ン
ス
や
色
鮮
や
か
な
衣
装
に
、
観
客

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
午
後
に
行
わ
れ
た
特
別
ゲ
ス
ト
に

よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ペ
ア
に
よ
る
華

麗
な
ダ
ン
ス
に
観
客
は
う
っ
と
り
。
会

場
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力

を
得
て
、
世
代
や
地
域
を
越
え
た
文
化

の
祭
典「
第
23
回
国
民
文
化
祭
い
ば
ら

き
２
０
０
８｣

は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
牛
久
市
国
際
交
流
協
会

主
催
の｢

竜
神
峡
ハ
イ
キ
ン
グ｣

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
牛
久
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
し
て
い
る
常
陸
太
田
市

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
バ
ス
３
台
約
90
人
の
市

民
が
参
加
し
、
竜
神
峡
へ
到
着
。
大
久

保
太
一
常
陸
太
田
市
長
の
歓
迎
を
受
け
、

い
ざ
散
策
へ
ス
タ
ー
ト
。
午
前
午
後
合

わ
せ
て
約
９
㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
素
晴
ら
し
い
自
然
と
森
林

浴
を
楽
し
み
、
山
々
を
彩
る
紅
葉
を
眺

め
な
が
ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大久保常陸太田市長（右）の歓迎を受ける参加者

ダンススポーツフェスティバル

音楽とアートによる多次元コンサート

女化青年研修所でのアートミーティング
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広
が
れ
孫
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
知
事
と
一
緒
に
う
し
く
か
っ
ぱ
つ
体
操
！

　

10
月
23
日
に
、
一
厚
活
き
活
き
サ
ロ

ン
で
は
視
察
研
修
で
茨
城
県
庁
を
訪
問

し
ま
し
た
。
橋
本
県
知
事
と
記
念
撮
影

後
、
２
階
県
民
ホ
ー
ル
で
知
事
や
山
岡

恒
夫
議
員
を
交
え
、
サ
ー
ク
ル
状
に
広

が
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
県
職
員
の

約
50
人
で
盛
大
に「
う
し
く
か
っ
ぱ
つ

体
操
」を
行
い
ま
し
た
。

　

知
事
も
背
広
を
脱
ぎ
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
、
終
始
笑
顔
で
最
後
ま
で
参

加
し
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の「
う
し
く
か
っ
ぱ

つ
体
操
」
は
、
牛
久
の
ご
当
地
体
操
で

　

10
月
31
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で｢
広
が
れ
孫
力
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
牛

久
市
地
域
福
祉
活
動
応
援
委
員
会
の
主

催
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
約
１
０
０

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
世
代
の
知
識
や
経
験
を
地
域
資
源
と

し
て
還
元
し
、
子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て

い
る
限
り
な
い
力｢

孫
力｣

を
は
ぐ
く
ん

で
い
く
必
要
性
が
分
か
り
や
す
く
説
明

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
を
つ
づ
る

コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
牛
久
市
長
を
は
じ
め
大

学
講
師
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
、
牛
久
ら
し
い
子
育
て｢

牛
久
ス
タ
イ

ル｣

な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
久
第
三
中
学
校
３
年
生
選

抜
隊
12
人
に
よ
る｢

中
学
生
が
考
え
る

家
族
の
つ
な
が
り｣

と
題
し
た
寸
劇
も

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
笑
い
が

起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
に｢

ふ
る
さ
と

に
こ
だ
ま
す
る 

未
来
の
力
～
孫
力
宣

言
～｣
が
読
み
上
げ
ら
れ
、｢

子
育
て
日

　

10
月
26
日
、
稲
敷
郡
美
浦
村
を
会
場

に「
第
59
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
南
南
部
地
区
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
ポ
ン
プ
車
操
法
に
５
チ
ー

ム
、
後
半
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
８

チ
ー
ム
が
参
加
。
牛
久
市
か
ら
は
、
後

半
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
牛
久
市

消
防
団
第
26
分
団（
小
坂
分
団
・
左
写

真
）が
出
場
し
、
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

出
場
し
た
４
人
の
団
員
は
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
生
か
し
、
的
を
目
掛
け

て
ホ
ー
ス
か
ら
水
を
放
水
し
、
て
き
ぱ

き
と
し
た
動
作
に
よ
り
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

本
一｣

を
目
指
す
決
意
が
述
べ
ら
れ
る

と
、
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。

敢闘賞を受賞した小坂分団

｢孫力｣について熱心に聞く参加者

参加者と一緒に体操する橋本県知事

す
。
約
15
分
間
、
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る

軽
や
か
な
リ
ズ
ム
で
展
開
さ
れ
る
体
操

で
、
体
操
の
内
容
は
筋
力
ア
ッ
プ
、
バ

ラ
ン
ス
力
を
強
化
で
き
る
要
素
が
多
く

含
ま
れ
、
転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
体

操
で
す
。
ま
た
、体
操
の
合
間
に
適
宜
、

深
呼
吸
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
比
較

的
無
理
な
く
実
施
で
き
る
内
容
で
す
。

　

現
在
、
市
内
60
行
政
区
中
、
36
行
政

区
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、
月
延
べ
約

１
４
０
０
人
が
元
気
に
こ
の
体
操
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
研
修
で
、
知

事
自
ら
、
か
っ
ぱ
つ
体
操
を
経
験
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
絶
好
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OK です。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

晩
秋
の
ど
こ
か
寂
し
い
山
茶
花
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　

石
島
さ
ん

菊
人
形
ほ
の
か
に
香
る
た
ゝ
ず
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

女
化
に
芸
術
の
秋
薪
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

不
幸
は
幸
福
へ
の
味
の
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

石
井
さ
ん

遠
来
の
客
を
も
て
な
す
柚
子
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

金
木
犀
花
こ
ぼ
れ
落
つ
金
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

屋
形
船
中
か
ら
見
え
る
花
火
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

石
井
さ
ん

癌
と
知
り
通
い
し
妻
の
う
た
た
ね
に

　
　
　

生
き
る
と
誓
う
秋
の
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
住
団
地　

仙
波
さ
ん

南・犬塚さん

　

10
月
29
日
、（
社
福
）新
世
会「
み
の
る

の
郷
」に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か

ら
ア
ン
バ
サ
ダ
ー（
※
）と
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
と
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
が
福
祉
活
動
の

一
環
と
し
て
訪
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
た
ち
が
会
場
の
一

人
ひ
と
り
の
所
を
回
る
と
、
通
所
者
は

握
手
を
し
た
り
、
鼻
と
鼻
と
を
く
っ
つ

け
て
キ
ス
を
し
た
り
、
小
さ
な
塗
り
絵

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、

仲
良
く
触
れ
合
い
の
時
間
を
楽
し
み
ま

し
た（
左
写
真
）。
通
所
者
の
松
原
幸
子

さ
ん
は「
会
え
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
日
か
ら
お
友
だ
ち

※
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
代
表
す

る
親
善
大
使
の
こ
と
。
広
報
活
動
や
福

祉
活
動
、
親
善
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大喜びの通所者の皆さん

　

10
月
19
日
、さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、

世
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー
の
一
環
と

し
て
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
牛
久

市
の
観
光
名
所
で
あ
る
牛
久
沼
や
ア
ヤ

メ
園
、河
童
の
碑
な
ど
の
周
辺
を
、ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
牛

久
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
、
約
２
３
０
人
が
ご
み

拾
い
に
参
加
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
思
っ

た
よ
り
ご
み
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
ご
み
拾
い
に
参

加
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
終
了
後
、
み
ん
な
で
手
作
り

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

牛
久
沼
な
ど
の
清
掃
活
動子どもたちもクリーン作戦に参加
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県
大
会
準
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
寄
付

　

９
月
に
行
わ
れ
た
岡
田
地
区
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会（
井
原
資
和
会
長
）主
催
の
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
１
８
０
人
の
参
加
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
発
揮
し
あ
い
、
参
加

者
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
終
了
後
に
開
か
れ
た
表
彰
式

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
行
い
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
を
得
た
結
果
、

３
万
７
５
８
３
円
が
集
ま
り
、
牛
久
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
寄
付
を
し

ま
し
た
。

　

同
交
流
会
で
は
、
こ
の
10
月
に
市
民

体
育
祭
と
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
の
生
涯
健
康
と
親
ぼ
く

を
目
指
し
各
種
の
年
間
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
根
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
県
大
会
で
準
優
勝
！

準優勝したメンバーの皆さん

池辺市長に寄付を渡す井原会長（写真右）

準優勝し表彰される吉川さん（写真左）

　

10
月
18
日
に
笠
松
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
た
、
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
18
回

全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
茨
城
県

大
会
で
、
中
根
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
強

豪
36
チ
ー
ム
の
中
で
決
勝
リ
ー
グ
へ
進

み
、
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
水
戸
市
総
合
運
動
公
園

軟
式
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た｢

第
26
回
茨

城
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会｣

に

お
い
て
、
約
６
０
０
人
の
出
場
者
の
中

で
、
牛
久
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

か
っ
ぱ
ク
ラ
ブ
所
属
の
吉
川
清
康
さ
ん

が
、
82
歳
に
し
て
男
子
の
部
で
準
優
勝

し
ま
し
た
。

東
洋
大
牛
久
高
校
軟
式
野

球
部
関
東
大
会
準
優
勝

　

11
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
群
馬
県
の

桐
生
市
民
球
場
で
開
催
さ
れ
た「
第
49

回
秋
季
関
東
高
等
学
校
軟
式
野
球
大

会
」で
、
東
洋
大
学
附
属
牛
久
高
校
の

軟
式
野
球
部
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
４
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝

を
し
た
勢
い
そ
の
ま
ま
の
快
進
撃
を
見

せ
、
２
回
戦
の
太
田
高
校（
群
馬
県
）を

８
対
１
、準
決
勝
の
前
橋
高
校（
群
馬
県
）

快進撃を続けた軟式野球部の皆さん

岡
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
ゴ
ル
フ
大
会

を
２
対
１
で
破
る
と
決
勝
に
進
出
。
栄

光
学
園（
神
奈
川
県
）に
は
３
対
５
で
惜

敗
し
た
も
の
の
、
一
時
は
同
点
に
追
い

つ
く
な
ど
粘
り
を
見
せ
ま
し
た
。
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牛
久
市
景
観
計
画（
案
）
に

対
す
る
意
見
等
の
募
集

　

市
で
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
独

自
の
景
観
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
19
年
４
月
に
景
観
行
政
団
体
の
指
定

を
受
け
、
現
在
、
牛
久
市
景
観
計
画
の

策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
16
日（
火
）～
平
成
21

年
１
月
15
日（
木
）必
着

閲
覧
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.

city
.u

sh
ik

u
.ib

a
ra

k
i.jp

/sectio
n
/

seib
i/in

d
ex

.h
tm

）

・
文
書
閲
覧
…
情
報
公
開
統
合
窓
口

（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）、
市
地
域
整

備
課
窓
口（
市
役
所
分
庁
舎
１
階
）

提
出
方
法　

指
定
の「
意
見
提
出
用
紙
」

を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
整
備
課
へ
持
参

②「
〒
３
０
０
‐
１
２
９
２
牛
久
市
中

央
３
‐
15
‐
１
牛
久
市
役
所
地
域
整

備
課
」へ
郵
送

③
Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
７
２
・
２
９
５
５
）へ
送
付

④

Ｅ

メ

ー

ルseib
i@

city
.u

sh
ik

u
.

ib
arak

i.jp

へ
送
付

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て

は
、
取
り
ま
と
め
た
上
で
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
地
域
整
備
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
６
１

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
け
付
け

　

市
の
行
う
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
の
資
格
審
査
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。
市
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る

に
は
、
こ
の
資
格
審
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

認
定
期
間　

平
成
21
年
５
月
１
日

（
金
）～

※
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
定

期
受
け
付
け
で
２
年
間
、
物
品（
役

務
の
提
供
を
含
む
）
は
追
加
受
け
付

け
の
た
め
１
年
間
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
21
年
１
月
５
日

（
月
）～
２
月
６
日（
金
）※
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
。

受
付
場
所　

市
監
理
課（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
）

申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

提
出
要
領
・
申
請
書
類
の
配
布　

市
監

理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
監
理

課
窓
口
で
も
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
監
理
課
☎
８
７
３
・

２
１
１
１
内
線
１
０
３
１
～
１
０
３
２

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　

経
済
産
業
省
で
は
、
今
年
も
工
業
統

計
調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、企
業
、大
学
の
研
究
資
料
や
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
12
月

下
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
県
知

事
よ
り
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
統
計
法
」に
基
づ
き
秘
密
が
保
護
さ
れ

統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
☎
８
７
３
・

２
１
１
１
内
線
１
０
１
４

平
成
21
年
牛
久
市
成
人
式

に
つ
い
て

日
時　

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）午
前

10
時
～
受
け
付
け
、
午
前
11
時
～
式

典
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

文
化
ホ
ー
ル

対
象　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
酒
類
お
よ
び
飲
食
物
の
持
ち
込
み

は
、
固
く
禁
止
し
ま
す
。
ま
た
、
飲

酒
し
て
い
る
方
は
入
場
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
飲
酒
運
転
を

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課（
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
８
７

１
・
２
３
０
１
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迷
惑
な
放
置
自
転
車
を
な

く
そ
う
！

　

市
で
は
、
牛
久

駅
と
ひ
た
ち
野
う

し
く
駅
を
中
心
と

す
る
半
径
３
０
０

ｍ
以
内
の
自
転
車

放
置
整
理
区
域
の

道
路
や
歩
道
な
ど

の
公
共
の
場
所
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ

て
い
た
場
合
は
、
時
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
撤
去
し
て
、
市
営
駐
輪
場
に
移

動
し
保
管
し
て
い
ま
す
。
迷
惑
な
放
置

自
転
車
を
な
く
し
、
き
れ
い
で
安
全
な

駅
前
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

・
市
で
撤
去
し
た
自
転
車
を
返
却
す
る

際
の
手
数
料
は
、
１
台
１
５
０
０
円

で
す
。

・
放
置
自
転
車
が
ポ
ー
ル
や
フ
ェ
ン
ス

に
鎖
な
ど
で
施
錠
さ
れ
て
い
た
場
合

は
切
断
し
て
移
動
し
ま
す
が
、
そ
の

責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
２
２

農
業
に
興
味
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

牛
久
市
農
業
ヘ
ル
パ
ー
制
度
。
初
年
度

は
延
べ
２
５
８
６
人
の
農
業
ヘ
ル
パ
ー

が
活
動
し
ま
し
た
。
高
齢
化
や
人
手

不
足
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
農
業
で
す

が
、
昨
今
の
食
に
ま
つ
わ
る
事
件
が
続

い
た
こ
と
で
消
費
者
の
関
心
も
国
内
に

向
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地
元
の
農

産
物
を
作
る
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
ヘ
ル
パ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業

初
心
者
で
す
。
実
地
研
修
も
年
に
2
回

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
自
然
の
中
で
の
作
業
は
心
身
と
も
に

す
が
す
が
し
い
」「
人
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
が
う
れ
し
い
」「
家
庭
菜
園
の
参
考

に
し
た
い
」と
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
の
感

想
や
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
農
家

の
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

農
家
と
ヘ
ル
パ
ー
が
直
接
話
し
合
い
、

時
給
や
時
間
な
ど
の
条
件
が
一
致
す
れ

ば
交
渉
成
立
で
す
。
ま
ず
は
登
録
を
！

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
農
業
ヘ
ル
パ
ー

推
進
室（
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
牛
久
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
内
）☎
８
７
５
・
０
８
０

１
、
市
農
業
政
策
課
☎
８
７
３
・
２

１
１
１
内
線
１
５
２
１
～
１
５
２
２

エ
コ
農
業
茨
城
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

県
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
環
境
保

全
活
動
と
環
境
に
や
さ
し
い
営
農
活
動

を
一
体
的
に
行
う「
エ
コ
農
業
茨
城
推

進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
市
と
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
が
協
定
を

結
び
、「
エ
コ
農
業
茨
城
推
進
事
業
」
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
エ
コ
農
業
」と
は
、
農
薬
や
化
学
肥

料
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
環
境
へ
の
負
担
を

掛
け
な
い
農
業
の
こ
と
で
す
。
市
で

は
エ
コ
農
業
推
進
地
区
を
市
全
域
と
捉

え
、
水
路
の
清
掃
や
草
刈
な
ど
農
村
の

環
境
保
全
活
動
を
共
同
で
行
っ
た
り
、

化
学
肥
料
と
化
学
合
成
農
薬
を
削
減
す

る
環
境
に
や
さ
し
い
営
農
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、「
エ
コ
農
業
茨
城

環
境
規
範
」
を
茨
城
県
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
後
日
、
市

ま
た
は
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
の
職
員
が
お
伺

い
し
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
政
策
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
２
１
～
１

５
２
２

緊
急
保
証
制
度
が
10
月
31
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
！

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

○
保
証
の
内
容

・
対
象
業
種（
新
制
度
で
は
６
１
８
業

種
に
拡
大
）
の
方
は
、
一
般
保
証
８

０
０
０
万
円
に
加
え
て
、
さ
ら
に
８

０
０
０
万
円
。※
担
保
が
あ
る
方
は
、

さ
ら
に
２
億
円
ま
で
可
能
で
す
。

・
保
証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
で
す
。

・
対
象
業
種
以
外
の
方
も
、
業
種
を
問

わ
ず
一
般
保
証
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
し
付
け
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　

自
分
の
事
業
は
ど
の
業
種
に
当
て
は

ま
る
の
か
？
ど
の
業
種
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
場
合
や
一
般
保
証
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
し
付
け
は
ど
の
よ
う
に

利
用
で
き
る
の
か
？
な
ど
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

関
東
経
済
産
業
局
中
小

企
業
金
融
課
☎
０
４
８
・
６
０
０
・

０
４
２
５
、
茨
城
県
信
用
保
証
協
会

土
浦
支
店
☎
８
２
６
・
７
８
１
２

第
１
回
農
業
ヘ
ル
パ
ー
研
修
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平成20年度任期付職員（保健師）募集

第
６
回
健
康
ミ
ニ
ミ
ニ
講

座

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

　

健
康
の
第
一
歩
は
正
し
い
知
識
を
持

つ
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
！
あ
な
た
の
生

き
生
き
は
つ
ら
つ
ラ
イ
フ
を
、
医
師
の

講
演
で
応
援
し
ま
す
！
（
平
成
20
年
度

は
８
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
っ
て
い
ま
す
）

今
回
は
寒
い
こ
の
時
期
、
特
に
気
を
付

け
た
い
心
臓
病
の
お
話
で
す
。当
日
は
、

栄
養
士
に
よ
る
健
康
食
の
試
食
も
あ
り

ま
す
。

日
時　

平
成
21
年
１
月
14
日（
水
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
２

階
）

講
師　

な
か
の
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク　

中
野
秀
昭
先
生

申
し
込
み
方
法　

名
前
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

市
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

定
員　

60
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

平
成
21
年
１
月
７

日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管

理
課（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
４
２
Ｆ
Ａ

Ｘ
８
７
３
・
１
７
７
５

　任期付職員とは、行政の高度化・専門化に対応するため、公務部門では得られに

くい専門的な知識・経験または優れた識見を有する人や一定の期間内に限り業務

量の増加が見込まれる業務に従事する人を、期間を限って採用するものです。

職種　技術職員（任期付職員）

採用基準　保健師の資格を有するか、平成21年4月1日現在で取得見込みの方

募集人数　2人

業務内容　特定健診、特定保健指導業務、母子の健康増進のための保健指導業務

任期　平成21年4月1日～平成26年3月31日（5年間に限る）

【条件】

勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（休憩45分）

勤務日　月～金曜日※祝日を除く。

給与など　給料は牛久市職員の給与に関する条例、規則に基づき、学歴、職歴な

どを勘案して決定します。それぞれの条件により、扶養手当、住居手当、通勤

手当、期末勤勉手当などがあります。※大卒直採の場合：初任給172,200円

福利厚生　年次有給休暇、社会保険などは常勤職員と同等です。

申し込み方法　募集要項を確認の上、任期付職員採用選考受験申込書（写真添付）、職務経歴書

を市人材育成課へ郵送してください。募集要項および申込書は市人材育成課窓口、または市

ホームページからもダウンロードできます。

申込期間　12月1日（月）～平成21年1月5日（月）※当日消印有効。

選考方法　書類審査、論文試験および面接（日時などは後日連絡します）

【次の方は、応募できません】

　地方公務員法第16条欠格条項に準じます。

①成年被後見人または被保佐人。（準禁治産者含む）

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまで

の方。

問い合わせ　市人材育成課☎873-2111内線3401ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

section/jinzai/index.htm
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

第
84
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

日
時　

12
月
14
日（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
、【
次
回
２
月
８
日（
日
）開

催
】

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

イ
ベ
ン
ト　

①
シ
ク
ラ
メ
ン
１
鉢
先
着

２
０
０
名
様
に
格
安
販
売（
正
午
予

定
）
②
切
り
も
ち
１
パ
ッ
ク
先
着
２

０
０
名
様
に
格
安
販
売（
午
後
１
時

30
分
予
定
）③
再
生
家
具
販
売（
午
前

10
時
～
な
く
な
り
次
第
終
了
）
④
再

生
自
転
車
販
売
５
台（
午
前
10
時
～
）

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
天
候
な
ど

の
都
合
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
５
１

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪

で
す
！

　

最
近
、
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

る
と
の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
不
法
投
棄
が
さ
れ
や

す
い
区
域
を
重
点
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

場
合
は
厳
し
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
景
観
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
悪
臭
や
汚
水
に
よ
る
汚

染
な
ど
、
地

域
の
生
活
環

境
を
悪
化
さ

せ
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

こ

の

た

め
、

ご
み
の
不
法

投
棄
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
法

律
に
違
反
す
る
と
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ご
み
の
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場

合
に
は
、
市
廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
牛

久
警
察
署
生
活
安
全
課
ま
で
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
７
１
、

牛
久
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
８
７

１
・
０
１
１
０

ご
み
の
野
外
焼
却
は
禁
止

で
す
！

　

毎
年
、
野
外
で
焼
却
さ
れ
る
ご
み
な

ど
か
ら
出
る
煙
や
悪
臭
に
よ
る
苦
情

が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
火
災
発
生
の
原
因

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
煙
や
に
お
い

に
よ
り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
洗
濯

物
や
布
団
が
汚
れ
る
・
に
お
い
が
付
く

な
ど
の
近
所
の
方
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
の
ご
み
な

ど
を
野
外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
の
焼
却
は「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

法
な
ご
み
の
焼
却
を
行
う
と
、
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
の
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
７
１
、

牛
久
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
８
７

１
・
０
１
１
０

か
っ
ぱ
号
と
福
祉
バ
ス
の

運
休

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
か
っ
ぱ
号
」

は
、
12
月
31
日（
水
）か
ら
平
成
21
年
１

月
３
日（
土
）ま
で
運
休
と
な
り
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
バ
ス
は
、

12
月
31
日（
水
）か
ら
平
成
21
年
１
月
４

日（
日
）ま
で
運
休
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
４

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト

取
り
扱
い
窓
口
に
つ
い
て

☆
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
土
浦

市
大
和
町
９
‐
３「
ウ
ラ
ラ
３
」４
階
）

通
常
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

※
12
月
29
日（
月
）か
ら
平
成
21
年
１
月

４
日（
日
）ま
で
は
、
年
末
年
始
の
休

み
と
な
り
ま
す
。

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き
る

の
は
、
12
月
16
日（
火
）ま
で
に
申
請

が
受
理
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

☆
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
取
手
出

張
所（
取
手
市
役
所
内
）

通
常
受
付　

毎
週
火
曜
日
お
よ
び
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
12
月
26
日（
金
）か
ら
平
成
21
年
１
月

８
日（
木
）ま
で
は
、
年
末
年
始
の
休

み
と
な
り
ま
す
。

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き
る

の
は
、
12
月
５
日（
金
）ま
で
に
申
請

が
受
理
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
８
２
５
・
４
５
５
５

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
５
３
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公共機関名 休業期間

市役所、駅前出張所

奥野出張所、三日月橋出張所
12月29日（月）～1月3日（土）

市中央生涯学習センター

三日月橋生涯学習センター

奥野生涯学習センター

エスカード生涯学習センター

12月29日（月）～1月3日（土）

市中央生涯学習センター文化ホール 12月29日（月）～1月3日（土）

牛久運動公園

12月28日（日）～1月4日（日）
※12月28日（日）は予約のみ可。（平成

21年2月28日までの施設予約は1月4
日（日）午前8時から受け付け）

牛久運動広場

奥野運動広場
12月28日（日）～1月4日（日）

市中央図書館

12月22日（月）、1月1日（木）～3日（土）
※12月29日（月）から12月31日（水）ま

での開館時間は、午前9時から午後5
時までとなります。

エスカード図書館

12月22日（月）、1月1日（木）～3日（土）
※12月29日（月）から12月31日（水）ま

での開館時間は、午前10時から午後
5時までとなります。

三日月橋生涯学習センター図書室

奥野生涯学習センター図書室

12月22日（月）、

12月29日（月）～1月3日（土）

牛久自然観察の森 12月29日（月）～1月3日（土）

市総合福祉センター 12月31日（水）～1月3日（土）

うしくあみ斎場

1月1日（木）～3日（土）
※通夜は12月30日（火）まで。火葬は

12月31日（水）まで。通夜は1月4日
（日）から。火葬は1月5日（月）から。

牛久クリーンセンター
12月31日（水）～1月4日（日）
※ リ サ イ ク ル プ ラ ザ は12月29日
（月）～1月5日（月）

市営青果市場 12月30日（火）～1月4日（日）

年末年始公共機関の休業のお知らせ 年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に

つ
い
て

　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月

31
日（
水
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま
で
休

館
し
ま
す
。
休
館
に
伴
う
年
末
年
始
の

ご
み
収
集
は
、
下
記
の「
年
末
年
始
ご

み
収
集
表
」
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お

持
ち
込
み
に
な
る
場
合
は
、
12
月
30
日

（
火
）午
後
４
時
30
分
が
最
終
受
け
付
け

に
な
り
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、混
雑
時
に
は
、

市
委
託
収
集
車
両
の
搬
入
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
年
始
は
１
月
５
日（
月
）か
ら
平

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
ご
み
搬
入
時
の
お
願
い
】

①
ご
み
搬
入
時
に
は
、
エ
コ
カ
ー
ド
を

ごみ収集運搬区域図
Ａ地区 Ｂ地区 直接搬入

12月24日（水）燃えないごみ、プラスチック 資源物 ○
25日（木） × 燃えるごみ ○
26日（金） 燃えるごみ × ○
27日（土） 資源物 燃えないごみ、プラスチック ○
28日（日） × × ×
 29日（月） × 燃えるごみ ○
30日（火） 燃えるごみ × ○
12月31日（水）～1月4（日）の収集はありません

1月 5日（月） × 燃えるごみ ○
 6日（火） 燃えるごみ × ○

年末年始ごみ収集表（×は収集がありません）

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
エ
コ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
エ

コ
カ
ー
ド
の
発
行
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
７
１
～

１
５
７
３
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
☎
８
３
０
・
９
３
３
３

（注1）木くず類は、資源物の日にお出しください。（詳細は市ホームページ参照）

（注2）プラスチック用のごみ袋で出せるごみは、「白色トレイ・白色発泡スチロール」のみです。
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

三郷料金所スマート IC

社会実験が始まります
　三郷料金所スマート IC（インター

チェンジ）は、本線料金所に併設する全

国初のスマート IC です。三郷市北部、

吉川市、松伏町など高速道路への利便

性の向上や、三郷 IC 出口・流山橋周辺

道路の渋滞緩和など大きな効果が期待

されます。なお、入り口・出口にゲー

トが２カ所ずつあり、それぞれのゲー

トの前で必ず停止しないとゲートが開

きませんので、ご利用の際には十分ご

注意ください。

開始日時　12月19日（金）午後3時～

実施場所　常磐自動車道三郷料金所付

近（三郷市小谷堀地先）

利用方向　水戸方面への入り口、水戸

方面からの出口

利用時間　24時間

対象車種　ETC 車載器を搭載した普通

車、軽自動車、二輪車※ただし、け

ん引車は除きます。

問い合わせ　三郷市役所企画調整課

　☎048-953-1111内線5532

今年もブリアントヴィルうしく

を開催します！
　今年で3回目となる「ブ

リアントヴィルうしく」

は、牛久駅を中心にシャ

トー口（東口）は駅東口広

場およびシャトー通りが、

かっぱ口（西口）は駅ペデ

ストリアンデッキやエス

カードビル（イズミヤ）がイルミネーションで飾られ輝きの

街に変わります。同時に駅東口広場には、市内各保育園・

幼稚園児の「ぼくのわたしのクリスマスツリー」カードの

展示があります。

　12月6日（土）は、「点灯式」および「牛久南中学校の吹奏

楽部による演奏発表」と「ぶどう園通り商店会」（協賛団体）

による「イルミネーショントレイン」イベント（6～7日の2

日間）を実施します（雨天の場合は変更する場合がありま

す）。さらに12月6日（土）から「駅西口専門店会」（協賛団

体）による「お楽しみ抽選会」の催しを各店舗で実施します

ので、ぜひイルミネーションと併せてお楽しみください。

開催期間　12月6日（土）～平成21年1月31日（土）（点灯

時間午後4時～午前1時）

問い合わせ　ブリアントヴィルうしく実行委員会（市商

工観光課内）☎873-2111内線2551～2552

龍ケ崎地方衛生組合の財政（平成20年9月30日現在）
　「地方自治法第243条の3第1項」および「龍ケ崎地方衛生組合財政事情書の作成及び公表に関する条

例」の定めにより、下記のとおり公表します。

平 成 2 0 年 度 上 半 期（ 4 月 ～ 9 月 ）の 財 政 事 情 書

平成20年度一般会計の執行状況　　　（単位 : 千円） 平成19年度一般会計決算の状況（単位 : 千円）

歳　　　　入 歳　　　　出

項　　目 予 算 額 収入済額 項　　目 予 算 額 支出済額

分担金及び負担金 1,005,607 502,804 議　会　費 2,816  46

使用料及び手数料 31,103 12,604 総　務　費 248,171 135,655

財 産 収 入 1,127 610 衛　生　費 368,478 120,967

繰　入　金  1 0 公　債　費 426,476 213,238

繰　越　金 10,000 19,110 予　備　費 2,000 0

諸　収　入 103 216

合　　　計 1,047,941 535,344 合　　　計 1,047,941 469,906

収　入　率 51.0％ 支　出　率 44.8％

歳　　　　入 歳　　　　出

項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

分担金及び負担金 1,052,281 議　会　費 1,967

使用料及び手数料 31,938 総　務　費 281,691

財 産 収 入  913 衛　生　費 307,903

繰　入　金 0 公　債　費 496,956

繰　越　金 22,394 予　備　費 0

諸　収　入 101

合　　　計 1,107,627 合　　　計 1,088,517

●組合所有財産　・土地　32,812㎡　・建物　8,257㎡　・車両6台　・基金積立金　1億8,320万円

●組合債現在高　・一般廃棄物処理事業債　23億2,146万9,000円

問い合わせ　龍ケ崎地方衛生組合☎0297-64-1144
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　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア（
英
語
以
外
）募
集

　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

籍
住
民
の
た
め
の
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
。
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

い
た
方
に
は
詳
し
い
ご
案
内
を
差
し
上

げ
ま
す
。

言
語　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
、
タ
イ
語
な
ど

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
市
市
民
活
動
課
内
）☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
６
３
３
Ｆ
Ａ

Ｘ
８
７
３
・
２
５
１
２
Ｅ
メ
ー
ル

shim
in@

city.ushiku.iba
ra

ki.jp

教
育
ロ
ー
ン
と
利
子
補
給

制
度

ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

最
高
５
０
０
万
円（
労
金
の

会
員
の
方
は
１
０
０
０
万
円
ま
で
）

一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

返
済
期
間　

最
長
10
年
※
別
途
、
元
金

据
置
期
間（
最
長
５
年
）

金
利　

12
月
１
日
現
在
１
・
９
％
～

２
・
４
％
（
固
定
金
利
・
特
別
金
利
）、

保
証
料
…
個
人
負
担

保
証　

茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会

の
保
証

育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教
育
費

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
県
・
市
町
村
・

中
央
労
働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く
ら

れ
た
公
益
法
人
で
す
。

　

在
学
中（
最
長
４
年
以
内
）
は
お
子

様
一
人
当
た
り
１
０
０
万
円（
1
世
帯

３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融
資
に
対
し
、

年
１
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象　

県
内
に
在
住
の
方
、
ま
た
は
県

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ　

中
央
労
働
金
庫
牛
久
代

理
店
☎
８
７
２
・
７
１
６
０
、
茨
城

県
勤
労
者
育
英
基
金
☎
０
２
９
・
２

３
１
・
０
２
３
５

常
陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金
手
帳
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

【
常
陽
銀
行
牛
久
支
店
】

12
月
３
日（
水
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
、【
常
陽
銀
行
牛
久
ロ
ー
ン
プ
ラ

ザ
】
12
月
13
日（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時
※
12
月
13
日
の
予
約
は
常
陽

銀
行
牛
久
東
支
店
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

常
陽
銀
行（
牛
久
支
店
）

☎
８
７
２
・
５
１
１
２
、（
牛
久
東
支

店
）☎
８
７
４
・
５
１
３
１

結
婚
適
齢
期
の
子
を
も
つ

親
た
ち
の
交
流
会

　

県
下
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

結
婚
適
齢
期
の
子
を
も
つ
親
の
会
で

は
、
子
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
交
換
す

る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成
21
年
１
月
24
日（
土
）午
後

２
時
～
４
時
30
分（
受
け
付
け
午
後

１
時
30
分
～
）

場
所　

牛
久
・
ベ
ル
・
ザ
・
ク
ラ
ス（
ひ

た
ち
野
西
69
‐
４
）

対
象　

男
女
各
15
人
の
親

会
費　

１
人
３
０
０
０
円
、
ペ
ア
５
０

０
０
円

受
付
開
始
日　

12
月
24
日（
水
）

主
催　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
・
２
２
４
・
８
８
８
８
、
結
婚
適

齢
期
の
子
を
も
つ
親
の
会
事
務
局
☎

８
７
３
・
５
８
５
４

日本語教室受講者募集
平成20年度3学期

　日本語がうまく話せないため、困っている外国人の

お友達やご近所の方がいましたら、ぜひこの教室をご

紹介ください。

日時　平成21年1月8日～3月12日の毎週木曜日（全10

回）【午前の部】午前10時～11時30分【午後の部】午

後1時～2時30分【夜の部】午後7時～8時30分

場所　市中央生涯学習センター中講座室（2階）ほか

対象　日本語日常会話を学びたい外国人など（希望者

が多い場合は、市内に在住の方を優先します）

参加費　1,000円

申し込み方法　市市民活動課に、必ずご本人（日本語

が話せない方は付き添いの方と一緒に）が、申し込

みに来てください。

申込締め切り日　12月12日（金）

主催　牛久市国際交流協会　

問い合わせ　牛久市国際交流協会事務局（市市民活

動 課 内 ）☎873-2111内 線1633FAX873-2512E メ ー ル

shimin@city.ushiku.ibaraki.jp ※月曜日と木曜日には、

英語でのお問い合わせにも対応できます。
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」と
し
て
各
種
の
人
権
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
週
間
に

あ
た
り
、
人
権
は
自
分
と
同
じ
よ
う
に

他
の
人
に
も
あ
る
こ
と
を
考
え
、
お
互

い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
人
権
週
間
に
合
わ
せ

て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
に
か
か
わ
る
心
配
ご

と
や
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

日
時　

12
月
４
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室（
２

階
）

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
４

手
話
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！

（
入
門
ク
ラ
ス
）

　

来
年
は
手
話
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

１
月
14
日
～
３
月
25
日
ま
で
の

水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午（
全
10
回
）

場
所　

市
役
所
分
庁
舎
会
議
室

内
容　

手
話
を
使
っ
て
自
己
紹
介
や
、

簡
単
な
応
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
※
託
児
付
き

で
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
定
員　

20
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

市
内
に
在
住
の
方
を
優
先
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
方
法　

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名
・
よ
み
が
な
③
年
齢
④
職
業

⑤
電
話
番
号
⑥
受
講
の
動
機
⑦
託
児

希
望
の
有
無
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
８
７
４
・
０
４
２
１
）、
ま
た
は
は

が
き
で「
〒
３
０
０
‐
１
２
９
２
牛

久
市
中
央
３
‐
15
‐
１
市
社
会
福
祉

課
手
話
講
習
会
係
」
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
15
日（
月
）消

印
有
効

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
２

自
立
支
援
医
療
の
診
断
書

料
助
成
に
つ
い
て

　

12
月
1
日
か
ら「
自
立
支
援
医
療
制

度（
精
神
通
院
・
更
生
医
療
）」
の
受
給

申
請
に
必
要
と
な
る
、
医
師
の
診
断
書

作
成
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

生
活
保
護
世
帯
、
お
よ
び
市
民

牛
久
市
平
和
の
集
い

～
ご
好
評
に
お
応
え
し
て「
地
球
の
ス

テ
ー
ジ
３
」公
演
～

　

今
年
も「
中
学
生
平
和
使
節
」参
加
者

に
よ
る
報
告
会（
平
和
へ
の
誓
い
）と
世

界
の
紛
争
、
災
害
の
地
で
現
役
医
師
桑

山
紀
彦
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
々
の
輝
き

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
と
映
像
で
伝
え

る「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
３
～
国
境
な
き

大
地
～
」が
公
演
さ
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日（
土
）午
後
１
時
～
開

演
、
午
後
０
時
30
分
開
場

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

牛
久
市
、
牛
久
市
教
育
委
員
会

共
催　

牛
久
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
５

人
権
週
間（
12
月
４
日
～
10

日
）で
す

12
月
４
日
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）
12
月
10

日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年
12
月
10

日
は「
人
権
デ
ー（
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ　

Ｒ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
ｓ　

Ｄ
ａ
ｙ
）」と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

税
非
課
税
世
帯
の
方

内
容　

診
断
書
作
成
に
要
し
た
費
用

（
５
０
０
０
円
を
限
度
）

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
２

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

牛
久
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

日
時　

12
月
13
日（
土
）午
後
５
時
～
８

時
場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
５
０
０
円（
飲
み
物
・
生

バ
ン
ド
演
奏
付
き
）

問
い
合
わ
せ　

安
☎
８
７
３
・
６
７
９

５音
楽
の
小
径

　

「
春
の
日
の
花
と
輝
く
」を
歌
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
ピ
ア
ノ
に
一
歩

か
ら
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
６
日（
土
）
午
前
10
時
30

分
～

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円（
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
井
☎
８

７
４
・
７
３
９
０

おわびと訂正
広報うしく11月15日号4ページの「5周年記念オカリーナお楽しみコンサート」の問い合わ
せに誤りがありました。正しくは「浅賀☎0297-60-2242」です。おわびして訂正いたします。
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市
民
企
画
講
座（
前
期
５
月

～
９
月
分
）企
画
募
集
！

　

「
市
民
企
画
講
座
」は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
自
ら
企
画
し
講
師
と
な
っ
て
開

催
す
る
講
座
で
す
。『
私
に
は
、
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
皆
さ

ん
に
教
え
て
あ
げ
た
い
』
と
、
お
考
え

の
方
、
市
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
講

座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

実
施
期
間　

平
成
21
年
５
月
～
９
月

対
象
・
採
択
基
準　

市
内
に
在
住
の
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

※
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利

用
し
、
生
涯
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
の
も
の
。

※
市
内
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

一
般
的
に
実
施
し
て
い
な
い
企
画
。

※
受
講
者
数
が
12
人
以
上
見
込
め
る
企
画
。

※
講
座
開
催
回
数
は
、２
回
～
５
回
以
内
。

※
受
講
者
か
ら
費
用
を
徴
収
す
る
場
合

は
、
材
料
費
な
ど
の
み
。

※
１
回
の
講
座
時
間
は
、
90
分
～
１
２

０
分
以
内
。

応
募
方
法　

「
市
民
企
画
講
座
提
案
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
25
日

（
木
）ま
で
に
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
受
け
付
け
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
提
案
書
は
、
中
央
・
三
日
月
橋
・
奥

野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
生
涯
学
習
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
８
７
１
・
２
３
０
１

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

春
に
開
催
さ
れ
た「
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

う
し
く
２
０
０
８
」。
そ
の
第
３
回

展
で
あ
る「
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く

２
０
１
０
」（
全
国
公
募
絵
画
展
）の
開

催
に
向
け
、
全
国
か
ら
優
れ
た
絵
画
を

募
る
べ
く
早
く
も
準
備
活
動
を
始
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の「
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
う
し
く
２
０
１
０
」
の
準
備
活

動
と
展
覧
会
を
支
え
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
美
術
の
知
識

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
美
術
展
や
文
化

芸
術
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い（
活
動
は
、
時
間
が
空

い
て
い
る
と
き
の
み
で
結
構
で
す
）。

日
程　

平
成
21
年
１
月
～「
第
３
回
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
２
０
１
０
」
展

終
了（
平
成
22
年
７
月
）ま
で

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

仕
事
の
内
容　

募
集
要
項
・
ポ
ス
タ
ー

の
こ
ん
包
発
送
作
業
、
応
募
受
け
付

け
入
力
、
展
覧
会
受
け
付
け
な
ど

対
象　

18
歳
以
上
の
方（
市
外
に
在
住
の

方
で
も
可
）※
無
償
を
原
則
と
し
ま
す
。

定
員　

15
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
16
日（
火
）

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
を
記
入

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
う
し
く
事
務
局（
〒
３
０

０
‐
１
２
１
１
牛
久
市
柏
田
町
１
６

０
６
‐
１
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
８
７
１
・
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
１
３
３
４
※
第
２
・

第
４
月
曜
日
休
館
。

マ
イ
ペ
ー
ス
に
マ
イ
テ
ニ

ス
！
無
料
体
験

　

ビ
ギ
ナ
ー
の
方
か
ら
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
勝
ち
た
い
方
ま
で
、
レ
ベ
ル
や
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
が
選
べ
ま
す
。

日
程　

【
一
般
デ
ビ
ュ
ー
】水
曜
日
午
前

９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
７
時
30

分
～
９
時
、
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
、【
一
般
テ
ク
ニ
ッ
ク
】土
・

日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
火

曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時
、【
一
般

プ
レ
ー
ヤ
ー
】
金
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
、【
ジ
ュ
ニ
ア
初
め
て
】
日

曜
日
10
時
～
11
時
、【
ジ
ュ
ニ
ア
ち
ょ

い
打
て
】
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
、【
ジ
ュ
ニ
ア
打
ち
た
い
】
木
曜

日
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
生
以
上
）、
一

般（
高
校
生
以
上
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16

筑
波
山
ガ
マ
の
油
売
り
口
上

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

伝
統
文
化
協
会
公
認

　

つ
く
ば
本
部
初
代
17
代
総
家
出
張
指

導
も
あ
り
ま
す
。

場
所　

牛
久
教
室（
南
６
‐
３
‐
10
）

参
加
費　

無
料（
た
だ
し
、
テ
ー
プ
付

き
教
科
書
代
約
１
０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
庁
公
認　

栗
原
☎

０
９
０
・
２
２
０
５
・
３
３
６
６

白
梅
コ
ー
ラ
ス
新
規
募
集

日
時　

毎
月
第
４
月
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室（
４
階
）予
定

月
会
費　

１
０
０
０
円

対
象　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
方

定
員　

20
人

問
い
合
わ
せ　

伊
賀
☎
８
７
３
・
８
２

１
３
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年
末
年
始
の
前
に
本
気
で

脂
肪
燃
焼
！

新
規
登
録
者
無
料
体
験

　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
で
は
、
期
間
限
定
で
初
め
て

ご
利
用
の
方
対
象
に
お
一
人
様
一
回
限

り
無
料
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
目

的
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
は
も
ち

ろ
ん
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
程　

12
月
６
日（
土
）～
14
日（
日
）

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室（
２
階
）

通
常
利
用
料　

市
内
の
方
３
１
０
円
、

市
外
の
方
４
７
０
円（
お
得
な
回
数

券
11
回
分
も
あ
り
ま
す
）

持
参
す
る
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16

少
林
寺
拳
法
少
年
部
の
会

員
募
集

　

市
内
の
小
学
生
、中
学
生
の
皆
さ
ん
、

少
林
寺
拳
法
と
い
う
武
道
を
習
い
ま
せ

ん
か
？
体
格
に
左
右
さ
れ
ず
、
力
が
弱

い
人
で
も
強
く
な
れ
ま
す
。
も
う
す
ぐ

武
道
が
中
学
校
の
授
業
に
入
っ
て
き
ま

す
。
ど
う
い
う
武
道
か
見
学
に
来
ま
せ

ん
か
？
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

【
牛
久
警
察
署
】毎
週
木
曜
日
午

後
６
時
40
分
～
、【
関
電
工
研
修
セ
ン

タ
ー
体
育
館
】
隔
週
日
曜
日
午
前
９

時
５
分
～

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
少
林
寺
拳
法

部
問
い
合
わ
せ　

高
橋
☎
０
９
０
・

９
１
５
６
・
４
７
１
８
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジhttp://w
w

w
.g

eocities.jp/

da
rum

a
_doh/S

uposho.htm
l

ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン
が
オ
ー

プ
ン
！

　

中
根
小
学
校
の
ク
ラ
ス
に
続
き
、
待

望
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
で
の
ク
ラ
ス
が

11
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
女
の
子

に
は
大
人
気
！
か
わ
い
い
！
キ
ュ
ー
ト

な
ダ
ン
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
、
リ
ズ
ム

感
や
協
調
性
、運
動
能
力
を
高
め
ま
す
。

そ
の
他
、
キ
ン
グ
ダ
ム
の
キ
ッ
ズ
・
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
各
小
学
校
で

無
料
体
験
実
施
中
！
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
、
潜
在

能
力
の
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

を
ぜ
ひ
一
度
お
子
さ
ん
に
体
験
さ
せ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
以
外
の
午
後
１

時
～
７
時
の
う
ち
１
～
２
時
間

場
所　

牛
久
小
・
牛
久
二
小
・
岡
田
小
・

中
根
小
・
神
谷
小
体
育
館
、
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
※
時
間
帯
、
種
目
は
会
場

ご
と
に
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー

ツ
、
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
テ
ニ
ス
※
各
ク
ラ
ス
定
員
制
。

対
象　

幼
稚
園
児（
年
少
）～
小
学
６
年

生
参
加
費　

体
験
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
О
法

人
ミ
ラ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ン
グ
ダ

ム
事
務
局
☎
８
７
２
・
５
９
３
９

Ｅ
メ
ー
ルkim

ura
@

npo-m
sk.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.npo-

m
sk.ne.jp

小
坂
団
地「
老
い
も
若
き
も

歌
お
う
会
」

　

小
坂
団
地
の「
老
い
も
若
き
も
歌
お

う
会
」も
発
足
し
て
か
ら
７
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
の「
歌
お
う
会
」は
ク
リ

ス
マ
ス
を
兼
ね
て
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く

歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。伴
奏
は
ギ
タ
ー

の
橋
本
さ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
星

加
さ
ん
と
お
な
じ
み
の
お
二
人
で
す
。

童
謡
や
青
春
歌
謡
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
な
ど
、
ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
14
日（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所　

小
坂
団
地
区
民
会
館
※
駐
車
場

あ
り
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無

料
。

※
温
か
い
お
茶
や
、
コ
ー
ヒ
ー
、
多
少

の
お
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
マ
イ
カ
ッ
プ
持
参
を
歓
迎
し

ま
す
。

主
催　

小
坂
団
地「
老
い
も
若
き
も
歌

お
う
会
」

問
い
合
わ
せ　

片
桐
☎
８
７
２
・
８
０

２
２

め
だ
か
の
学
校「
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
く
ら
ぶ
」参
加
者
募
集

　

絵
本
や
手
遊
び
、
折
り
紙
や
工
作
な

ど
を
同
年
齢
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

た
ち
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
12
日（
金
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導
室

対
象　

平
成
18
年
４
月
～
平
成
19
年
３

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親

参
加
費　

１
０
０
円

持
参
す
る
物　

飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

め
だ
か
の

学
校
☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・
１
２

６
５（
午
後
８
時
以
降
）
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わ
が
街
の
木

可
愛
い
葉
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
た

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
（
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）

　

中
国
原
産
の
落
葉
高
木
。
江
戸
時
代

に
渡
来
し
、
そ
の
種
子
に
含
ま
れ
る
油

は
、
ろ
う
そ
く
の
原
料
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
夏
に
細
い
尾
っ
ぽ
状
の
花
を
咲

か
せ
た
あ
と
、
角
張
っ
た
実
を
付
け
ま

す
。
11
月
ご
ろ
、
は
じ
け
て
白
い
種
子

を
3
個
ず
つ
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
冬
、
葉

を
落
と
し
た
木
に
そ
の
実
が
点
々
と
す

る
様
は
、
ま
る
で
白
い
花
が
咲
い
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
炎
天
下
の
緑

陰
も
涼
し
く
、
秋
口
の
紅
葉
も
鮮
や
か

な
の
で
、
今
で
は
、
広
く
公
園
樹
・
街

路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
巨
木
リ
サ
ー
チ
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
１
１

【ひたち野東1・5丁目、ひたち野西3・4丁目】

縄
跳
び
は
面
白
い

　
「
筑
波
跳
職
」の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
て
、
技
を
教

わ
ろ
う
！

日
時　

平
成
21
年
１
月
６
日（
火
）午
後

１
時
30
分
～

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

内
容　

筑
波
跳
職
の
粕
尾
さ
ん
こ
と

「
ま
っ
ち
ゃ
ん
」の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
縄
跳
び
の
指
導

対
象　

小
学
生

定
員　

40
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
参
加
希
望
の
お
子
さ
ん
の
氏
名
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

返
信
用
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
を

記
入
の
上「
〒
３
０
０
‐
１
２
３
２
牛

久
市
上
柏
田
３
‐
44
‐
６
佐
藤
美
代

子
」ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
15
日（
月
）※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

主
催　

母
親
ク
ラ
ブ
か
ん
が
る
ぅ

問
い
合
わ
せ　

母
親
ク
ラ
ブ
か
ん
が

る
ぅ（
佐
藤
）☎
０
９
０
・
８
５
０
６
・

１
３
８
５
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　フレンド幼稚園のお友だちは、｢千歳あ

め｣ の手提げ袋を手作りしました。飾り付

けは、年長さんが飼育している亀をイメー

ジして、折り紙で作りました。また、紅白

の折りづるも飾って、松と月を貼り合わせ

ました。長寿を願うおめでたい手提げ袋が

完成。あとは、上手にできたこの袋に早く

おいしい千歳あめをいっぱい入れたいね。

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課
☎873-2111内線3031

　この写真は、自宅のしょうゆ醸造所の前で撮影された写真で

す。池田家は、明治6年に池田金左エ門が今の町村長にあたる、

新治県第一大区八小区（八小区…現在の牛久、岡田地区を含む

河内郡内43カ村で構成）の副区長（区長は置かない）に就任し、

行政を担当しました。明治時代の始めごろから、昭和50年代ま

でしょうゆを作っていました。しょうゆの主な原料は大豆と小

麦で、11月～12月ごろに仕込み始め1年間熟成させました。

（下根町　池田氏所有）

平成20年12月1日（990）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

フレンド幼稚園の
お友だち

さ
く
ら
ぐ
み

も
み
じ
ぐ
み


